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おやま田んぼアート 田植え体験参加者募集中
＜第1回＞
●日　時　5月28日㈰10時集合　※雨天決行
●会　場（テーマ）　美田会場（弱虫ペダル×宇都宮ブリッツェン）／乙女会場（栃木ゴールデンブレーブス）
＜第2回＞
●日　時　6月4日㈰10時集合　※雨天決行
●会　場（テーマ）　渡良瀬遊水地会場（サッカー 本田圭佑選手）／絹会場（鉄腕アトム・ユニコ）
◆参加費　会場に自家用車等で直接来場するプラン：大人2,000円、小人1,000円
　　　　　JR小山駅から専用バスで来場するプラン：大人4,000円、小人3,000円
　　　　　※昼食・保険代込み。参加者には田んぼアート米少量プレゼント
◆申込み（先着）　5月12日㈮までにJTB専用WEBサイト
※詳細は、おやま田んぼアートホームページ（https://oyamatanboart.com/）

小山駅小山市役所

◇どうして「ヤナギ」や「セイタカアワダチソウ」を抜き取るの？
　ヤナギを放っておくと、成長し樹林化して、貴重な湿地環境が無くなってしまいます。セイタカアワダチソ
ウは、北アメリカ原産の外来植物で、繁殖力が強く、根から化学物質を出し、他の植物の生育や種子の発芽を
妨げます。遊水地内に急速に広がっており、絶滅危惧種を含む在来植物を駆逐してしまうおそれがあるのです。

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22–9354

●実施場所　渡良瀬遊水地第2調節池内環境学習フィールド
※事前申込み不要。当日受付（開始時間30分前から）
※活動時間は1時間程度
※汚れてもよい服装と長靴で参加
　（夏場でも肌を守るため長袖・長ズボン）

●実施日時（全5回）
① 5月20日㈯　7:00 ～
② 7月15日㈯　7:00 ～
③10月 7日㈯　9:00 ～
④12月 3日㈰　9:00 ～
⑤Ｈ30.2月17日㈯ 9:00 ～

　渡良瀬遊水地では、湿地環境や湿地性植物に悪影響を与えるヤナギや
セイタカアワダチソウなどの増加が大きな問題となっています。市では、
貴重な湿地環境と湿地性植物の保全を目的に、関係機関・団体や企業、
ボランティアのご協力のもと、「ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦」
を平成26年度から実施しており、これまで延べ約8,500人にご参加いた
だきました。
　平成29年度も除去作戦を実施しますので、引き続き皆さまのご参加・
ご協力をお願いします。

セイタカアワダチソウ

ヤナギ

ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦参加者募集
渡良瀬遊水地 ラムサール条約湿地登録5周年

※社会貢献活動として、独自に渡良瀬遊水地の外来植物除去等の湿地保全活動を行いたいという団体・企
　業がありましたら、ぜひご相談ください

ⓒUTSUNOMIYA BLITZEN

美田会場
200人

渡良瀬遊水地会場
300人

ⓒTezuka Productions

絹会場
300人

ⓒTochigiGoldenBraves

乙女会場
200人

問農村整備課☎22–9262

会場マップ　※写真はイメージです
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問IT推進課
☎22‒9343

おやまコミュニティＦＭ放送について

●コミュニティ FMとは？
　放送エリアが小山市に限定されたラ
ジオ放送局です。小山市域に特化した
地域情報の発信により、元気で安全・
安心な街づくりに貢献する放送メディ
アとして平成29年秋に開局予定です。

●聴いて、来て、見て、話して、参加しよう！
　コミュニティ FMは、市民（リスナー）が主役です。
みなさんのまわりで起きたことや知らせたいことを、
スタジオから、現地から発信してください。身近な出
来事が１番おもしろく共感できます。家族で、ひとり
で、家事や仕事・お昼寝をしながら、ぜひ聴いて参加
して、楽しんでください。

●どんな番組を放送するの？
　"生"放送で、地域のイベントなど、"今"起きている新
鮮な地元の話題を発信します。災害などの緊急時には、
避難情報、ライフライン情報などのきめ細かな災害状
況や市民生活の早期復旧に役立つ支援情報を迅速に発
信します。

●FM放送の親しみやすい愛称を募集！
応募方法：住所・氏名・年齢・電話番号・愛称とその
　　　　　理由を明記し,はがき（〒323-0031八幡町
　　　　　1-6-6）またはメール（tv2ch@tvoyama.
　　　　　ne.jp）でご応募ください。
締切：5/31㈬
対象：市内在住、在勤・在学者
※詳しくはテレビ小山放送HPをご覧ください

平成29年秋開局予定！

おやま未来開運塾
平成29年4月1日ロブレ6階にオープン！

高校生・大学受験生等のための学習室 問生涯学習センター
☎22‒9111

利用日　　　年末年始を除く毎日
利用時間　　9:00 ～ 12:50、13:00 ～ 16:50、17:00 ～ 21:30
対象者　　　中学生・高校生・大学受験生等の20歳以下の方
使用料　　　無料
利用方法　　利用には事前登録し登録証が必要です。学生証を持参してください。利用時には登録証を生涯
　　　　　　学習センターカウンターに提示してください。

第２期おやま地域医療
　　　　　　健康大学受講者募集

問健康増進課☎27‒0500

会場　小山市健康医療介護総合支援センター
　　　(神鳥谷2251-7)
対象　小山市に在住、在勤、通学している地域医療や
　　　健康に関心があり、卒業後、市の地域医療の推
　　　進に協力できる方(原則全日程参加)　
　　　※第1期卒業生は再受講不可
定員　先着50人【無料】
申込方法　6/2㈮までに直接もしく電話で
申込先　小山市神鳥谷2251-7 
　　　　健康増進課地域医療推進室

日程 内容
1 7/1㈯ 入学式・講話

2 8/5㈯ かかりつけ医と医療機関の役割
・新小山市民病院見学

3 9/2㈯ 在宅医療・口腔ケアについて
4 10/7㈯ 認知症・薬の正しい飲み方について
5 11/4㈯ 糖尿病について
6 12/2㈯ これからの地域医療について・卒業式

開始時間：10時から
（ただし、9/2㈯・10/7㈯は13時半から）
※都合により講義内容が変更となる場合があります

※FM放送で流す音楽CD（正規版）の寄付も募集しています　問テレビ小山放送☎23‒2220
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■建設工事請負契約の締結について（小山市城南地
　区新設小学校校舎・屋内運動場建設工事）
　小山市城南地区新設小学校校舎・屋内運動場建設
工事の建設工事請負契約を締結するため、議会の議
決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する
条例（昭和 39 年条例第 5 号）第 2 条の規定により、
議会の議決を求めるもの
契約方法　一般競争入札
契約金額　17 億 7,660 万円
■建設工事請負契約の締結について（旧小山市民病
　院北病棟・検査棟他解体工事）
　旧小山市民病院北病棟・検査棟他解体工事の建設
工事請負契約を締結するため、議会の議決に付すべ
き契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和
39 年条例第 5 号）第 2 条の規定により、議会の議
決を求めるもの
契約方法　一般競争入札
契約金額　1 億 9,656 万円
■平成 29年度小山市一般会計予算
　地方自治法第 211 条第 1 項の規定により、小山
市一般会計予算について、議会の議決を求めるもの

予算総額　　608 億 5 千万円
対前年度比　0.2％増
■平成 28年度小山市一般会計補正予算（第 3号）
　地方自治法第 218 条第 1 項の規定により、小山市
一般会計補正予算について、議会の議決を求めるもの
補正予算額　△ 9 億 3,625 万 4 千円
補正後予算総額　619 億 21 万 8 千円
〇歳入内訳（単位：千円）
地方消費税交付金 △ 100,000、地方交付税 △
200,000、畜産競争力強化対策整備事業費県補助
金 △ 150,000、中小企業事業資金等融資預託金回
収金 △ 229,745、前年度繰越金 10,279、市債 △
71,600、その他 △ 195,188
〇歳出内訳（単位：千円）
地域の人事部戦略策定事業費 16,867、コミュニ
ティＦＭ放送局設置事業費 98,458、関東・東北豪
雨災害に伴う住宅復旧等支援事業費 △ 95,298、小
山広域保健衛生組合負担金 △ 232,620、畜産クラ
スター事業費 △ 150,000、中小企業事業資金等融
資預託金 △ 229,745、工業振興奨励拡大事業費 △
102,312、その他 △ 241,604

平成 29 年 第 1 回小山市議会定例会報告
市議会定例会が、2月 15 日㈬から 3月 14 日㈫まで開催されました。今回、議会で審議された主なものを紹介します。

第66回小山の花火～市民花火・ナイアガラ瀑布の募集～

金額：市民花火・ナイアガラ瀑布ともに1口2,000円以上
申込み：5月26日㈮までに商業観光課、各出張所または商工会議所・各商工会へ

　小山の夏の風物詩「おやまサマーフェスティバル」が、7月29日㈯・30日㈰に
開催されます。祭りのフィナーレを飾る「市民花火・ナイアガラ瀑布」の参加者
を募集します。

問おやまサマーフェスティバル2017実行委員会事務局（商業観光課内）☎22‒9273

◆ 市民花火･･･慶祝事の記念に　◆ ナイアガラ瀑布･･･願い事をかけて

共助
社会保険のようにお互いを助け
合う制度（介護保険、医療保険
など）

公助
自助・互助・共助では対応できな
いものに対する公の社会保障（生
活保護、公的な高齢者福祉など）

問地域包括ケア推進課☎22‒9647地域包括ケアシステムの構築を推進します‼
地域包括ケアシステムとは…
　高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるように、住まい・生活支援・予防・
介護・医療の各分野がお互いに連携しながら支援する体制のことです。

自助
自分が出来る健康増進・介護予
防活動の取組み（百歳体操、認
知症予防活動など）

互助
地域住民による助け合い（ボラ
ンティア活動に参加、自治会や
住民組織活動など）

相　談　窓　口

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

小山総合　兼
基幹型地域包括
支援センター

☎31‒0211

小 山 ☎22‒3061

大 谷 ☎30‒2421

間 々 田 ☎41‒2071

美 田 ☎32‒1881

桑 絹 ☎30‒0921

※地域包括ケアシステム推進の調整役
は｢高齢者サポートセンター ｣です

皆さんの助け合いが、地域包括ケアシステムを支えます‼



　　いっぱ
いあるよ！子育て支援の場
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　小山市では、徳川家康が小山評定で徳川 300 年の栄光の道筋をつけた「開
運のまち おやま」で新しい未来を見つけていただくために、「開運おやま
DE 愛（であい）事業」として、婚活パーティーなどの出会いの場イベント
を実施しています。今年度は昨年度よりも回数を増やす予定です。日程など
の詳細が決まり次第、広報紙や市ホームページでお知らせします。
　ほかにも、市が認定した 11 人の「婚活サポーター」が、結婚を希望する方の相談を受けたり、
さまざまな情報提供を行っています。お相手を紹介する「縁結び事業」も実施していく予定で
すので、詳細は子育て包括支援課へお問合せください。

問子育て包括支援課☎22‒9604

「結婚を希望する方」を応援します！
小山市は

　市は「子育てにやさしいまちづくり」に取組んでいます。子育てで困った、知りたい、友だちをつ
くりたい時などにお越しください。
1．子育てひろば（合言葉は「あなたの元気が子どもの元気！」）　問こども課☎22‒9614・9615
　未就園児の親子を対象に、特設の子育てひろば（8 カ所）と常設の子育てひろばを開設しています。

2．子育て支援相談室ほほえみ　問ほほえみ☎22‒3477
　保育士等有資格者のスタッフが育児相談、訪問相談、情報の提供などを行っています。“誰かと話したくて・・・”
と思ったら、気軽にお立ち寄りください！
　場所　城山・サクラ・コモン 2 階（城山町 3‒7‒5）　開設日　年末年始を除く毎日／ 8:30 ～ 17:00
3．子育てサロン　問こども課☎22‒9614
　親子のふれあいあそび、季節のあそび、野外活動、育児相談などを行っています。
　場所　小山第一小学校 こどもふれあい教室
　開設日　おしゃべりサロンとにこにこサロン：毎週水曜日（祝日、お盆、年末年始を除く）／ 10:00 ～正午
　※おしゃべりサロン「えがお」：第 4 水曜日／ 10:00 ～正午／発達に障がいのあるお子さんとその保護者を対象
　に親子でのふれあいや体験交流、保護者の学習会などを行っています
4．地域子育て支援センター
　未就園児の親子を対象に、保育園で開設している子育て支援センターです。

5．パパといっしょ　問こども課☎ 22‒9614・9615
　未就学児とその父親を対象に、父親の育児参画、パパの子育てを応援する講座です。「イクメンパパ」の参加を
お待ちしています。

ひろば名 対　象 場　所 日　時
思川 3 カ月以上 1 歳未満 道の駅思川 毎月第 1・3 火曜日／ 13:30 ～ 15:30

ふれあい道場 1 歳以上未就園児 県南体育館柔道場 毎月第 2・4 木曜日／ 9:30 ～ 11:30

小山ひがし

3 カ月以上未就園児

小山東出張所 毎月第 1・3 木曜日／ 9:30 ～ 11:30

しらさぎ 間々田市民交流センター 毎月第 1・3 火曜日／ 10:00 ～ 正午

うさぎっこ 小山城南市民交流センター 毎月第 2・4 金曜日／ 9:30 ～ 11:30

つむぎっこ 絹公民館 毎月第 1・3 月曜日／ 10:00 ～ 正午

かるがも 桑市民交流センター 毎月第 1・3 木曜日／ 10:00 ～ 正午

おおやっこ 大谷公民館 毎月第 2・4 月曜日／ 9:30 ～ 11:30

すまいる
－

城山・サクラ・コモン 子育て支援総合センター 年末年始を除く毎日／ 8:30 ～ 17:00

にっこりちゃん 桑市民交流センター 祝日を除く毎週火・金曜日／ 9:00 ～ 16:00

名　称 問合せ
こぐまクラブ こぐま保育園☎28-1189

えくぼちゃんクラブ さくら保育園☎23-7068

マロンのいえ 黒田保育園☎32-8254

ミッキークラブ こばと保育園☎27-0209

いちごクラブ 小山西保育園☎37-0102
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□これから建物を建築される方へ（右図参照）
　建築基準法で定める幅員４ｍ未満の道路（建築基準法第42条2項道路）
に建築物の敷地が接する場合、その中心線から２ｍ(水路等がある場合
には反対側から４ｍ)の部分は道路とみなすことになっています。
　この部分にある門・塀などは建築行為がある場合、事前に移設または
撤去等をしなければなりません。
◎道路後退用地整備事業
　市では、後退した土地の無償整備、寄付の受け入れ、非課税などの措
置ができるよう、道路後退用地の整備事業を行っています。
◎後退部分に関する注意
　建築工事完成後に、再度この後退部分に門・塀などを設置した場合、
法律違反となります。

安全で快適なまちづくりのために、ぜひご協力を！

　一定規模以上で特定建設資材（木材、コンクリート、アスファルト・コンクリート、コンクリートと鉄から成る建材）
の廃棄・使用のある建築工事を行う場合、工事の発注者は、工事に着手する7日前までに、分別解体の計画について、
建設リサイクル法の届出が必要となります。

５月は建設リサイクル法のパトロール強化月間です

対象となる建設工事

※後退部分には、門・塀も造れません
※敷地面積からも除外されます

道路後退線

２
ｍ

２
ｍ

４
ｍ

４
ｍ
未
満

道路後退線

　解体業者と発注者に適正な分別解体および再資源化の意識と関心の向上のため、全国一斉に建築現場等のパトロー
ルを実施します。

◎小山市空き家バンク制度 ～空き家の有効活用～
　あなたの空き家を登録して、売却・賃貸など有効活用しませんか？
　詳しくは、お問合せ下さい。  　　　問空き家対策室☎22‒9824

工事の種類 規模の基準 工事の種類 規模の基準
建築物の解体工事 延床面積80㎡以上 建築物の修繕・模様替え(リフォーム等) 工事金額
建築物の新築・増築 延床面積500㎡以上 その他の工作物に関する工事(土木工事等) 工事金額500万円以上

問建築指導課☎22‒9233

♦木造住宅の耐震診断・耐震改修工事等の支援を
　ご利用ください

小山市の耐震・アスベスト対策
■アスベスト対策
♦民間建築物吹付けアスベスト分析調査・
　除去工事等の支援をご利用ください
◆分析調査事業補助
○補助金額
　対象費用以内の額　（上限 25 万円）
◆除去等事業補助
○補助金額
　対象費用の 2/3 以内の額
　( 上限 180 万円 )

■耐震対策

※補助金の交付には条件（要件）がありますので、事前に建築指導課へご相談ください

◆耐震診断補助
○対象住宅
　①昭和 56 年 5 月 31 日以前建築の木造住宅または併用住宅
　②自己用住宅
○補助金額
　①耐震診断に要する経費の 2/3 以内（限度額２万円）
　②耐震補強設計に要する経費の 2/3 以内（限度額８万円）
　③耐震診断 ( 耐震補強設計込み ) に要する経費の 2/3 以内
　　( 限度額 10 万円 )
◆耐震改修工事補助
○補助金額
　①耐震改修工事の工事監理に要する経費の 1/2 以内
　　( 限度額 7 万円 )
　②耐震改修工事に要する経費の 1/2 以内 ( 限度額 60 万円 )
　③補助対象住宅に高齢者（65 歳以上）や身体障がい者等が　   
　　同居している場合には 5 万円を加算
◆木造住宅耐震改修工事費の利子補給金制度
○利子補給率　年 2％ ( 上限 )　　○利子補給期間　5 年間
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資金名 資金使途 限度額 返済期間 年利

営業資金
運転資金
借換資金

3,000 万円
10 年以内

（据置 1 年以内）

3 年以内　1.4％
5 年以内　1.6％
7 年以内　1.9％

10 年以内　2.1％
固定金利

設備資金 設備資金
2,000 万円

（総経費の 80％以内）

創業資金※
営業資金
設備資金

500 万円
5 年以内

（据置 6 カ月以内）
3 年以内　1.4％
5 年以内　1.6％

　市では、市内中小企業者の方々に利用していただける営業資金・設備資金・創業資金・近代化施設資金・工業
振興資金の５つの資金を用意し、低利で融資を行っています。

　営業資金、設備資金、創業資金は栃木県信用保証協会による保証付の資金ですので、融資時に別途保証協会へ
の保証料が必要となります。市では、信用保証料のうち融資額 1,000 万円までの分について、資金完済後に補助
金を交付します。
【融資のお申込みは直接下記の市内金融機関までお願いします】

　勤労者の住宅取得を支援するため、住宅取得に必要な資金の融資を行っています。

　小山市勤労者住宅資金融資制度を利用する勤労者に対して、5 年を限度に利子補給金を交付します。
＜利子補給金の額＞
　1 年目は融資額に 1％を乗じて得た額、2 年目以降は借入残高に 1％を乗じて得た額
　（各年 10 万円が限度）

中小企業融資制度
問商業観光課☎22‒9275

小山市勤労者住宅資金融資制度利子補給金

小山市勤労者住宅資金融資制度

信用保証料補助金

融資制度のご案内

※お申込みは、中央労働金庫小山支店
　☎22－0597 まで

◆融資制度を利用できる方
①市内に事業所を有し、引き続き１年以上現在の事業を営んでいる方
②市税を完納している方
③法人の場合は本店の商業登記が、個人事業主の場合は本人の住民登録が小山市内にある方
【創業資金・近代化施設資金・工業振興資金は、上記の他に条件がありますのでお問い合わせ下さい】
◆融資制度の概要（営業資金・設備資金・創業資金）

※これから創業する方、または、創業して 1 年未満の方が対象

融資限度額 3,000 万円

融資利率 年 1.8％（固定）
返済期間 35 年以内

返済方法 毎月払いまたはボーナス併用払い

＜融資の条件＞＜融資の項目＞
① 住宅の新築・増改築資金　
② 住宅の購入（中古住宅も含む）
③ 住宅用土地の取得資金

足利銀行 小山支店、小山北出張所、小山東支店、
小山南支店、間々田支店 足利小山信用金庫 小山営業部、間々田支店、駅東支店、

城南支店、城東支店、粟宮支店

常陽銀行 小山支店、小山東支店 栃木銀行 小山支店、小山東支店、間々田支店

筑波銀行 小山支店 群馬銀行 小山支店

三井住友銀行 小山支店 栃木信用金庫 思川支店、間々田支店

結城信用金庫 小山城南支店
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おやま･まちづくり出前講座
～生涯学習による住みよいまちづくり～

【高等教育機関編】　各学校の教授等が講師として出向きます
担当機関 講座名 対　象 時　間 申込み☎

小山工業高等専門学校 グローバル社会で活躍するために
～自分再発見～ 中学生～大学生 90分

生涯学習課
22－9665

関東職業能力開発大学校 家庭の電気～電気安全と省エネ～ 中学生・高校生 60～ 90分

中央福祉医療専門学校 介護模擬体験教室 小学生～高校生 60分

中央アートスクール 楽しくダンス 小学生～一般 60分

白鷗大学
芸術の世界 一般 90分

スポーツ健康の楽しみ 一般 90分

★上記に紹介した講座はほんの一部です。
　高等教育機関編は全28講座、行政編は全108講座、ご用意しています。
　詳しくは、公民館等の市内各施設に配布してあるパンフレット、または市ホームページをご覧いただく
　か、各担当課にお問合せください。

担当課 講座名 時　間 申込み☎

秘書広報課 小山をもっと自慢したくなる！あなたが始めるシティプ
ロモーション 30分 22－9353

国保年金課 みんなで取り組もう医療費削減！ 30～ 60分 22－9415

地域包括ケア推進課 シニア世代「社会参加」のすすめ 40分 22－9852

男女共同参画課 男女共同参画講座～家庭と地域　自分らしい　パート
ナーシップを！～ 30～ 60分 22－8078

建設政策課 洪水ハザードマップの活用について 60分 22－9328

社会福祉協議会 楽しくわかる終活講座 30～ 90分 22－9501

生涯学習課 ～親学習プログラム～ 子どもの気持ちを考える講座 30～ 90分 22－9665

【行政編】　市職員等が講師として出向きます

◆講座の紹介（一部抜粋）

問生涯学習課
 ☎22‒9665

担当機関 講座名 対　象 時　間 申込み☎
栃木税務署 租税教室 一般 60分 生涯学習課22－9665

新小山市民病院 新小山市民病院出前講座 小学生～一般 60分 病院経営企画室 36－0278

NEW!【その他編】　税務署職員・新小山市民病院職員が講師として出向きます

平成29年度 

■ 対　象　　市内在住等の10人以上の団体
■ 会　場　　市内公共施設･自治会公民館･企業･個人宅等　※会場、備品等はご準備ください
■ 時　間　　原則9:00 ～ 21:00（2時間以内）
 　　　　　　※時間指定のある講座もありますので、ご相談ください
■ 講師料　　無料　※材料費等がかかる場合は別途ご負担いただきます
■ 講座内容　一覧からお選びください
■ 申込方法　開催希望日の20日前までにお申込みください（申込み期限のある講座もあります）。
　　　　　　 申込み先はそれぞれ異なります。

　市民の皆さまのご要望に応じて講師が出向き、講座を開催します。市の行
政に関するメニューのほか、市内高等教育機関・税務署・病院による専門的
メニューも用意していますので、ぜひご利用ください。
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①おやまシティプロモーションコース
　1年間継続して学ぶコースです。「共に学ぶ仲間づくり」を大切にしながら、小山ブランド・歴史・情
報活用能力等幅広く学びます。1年間の学習（16回程度）修了後には、ボランティア団体への加入や積
極的な小山市のプロモ―ション活動を期待します。仲間達と楽しく活動してみたい方、健康で意欲のあ
る方の応募をお待ちしています。

◆確認調査の実施条件
　事業計画が明確で、面積が5,000㎡未満の更地を対象とします。
　※森林法・農地法にかかわる土地の場合は、事前に解除手続きを行って
　　ください
◆確認調査の提出書類
　①調査依頼書　②案内図　③公図の写し　④実測図　
　⑤登記事項証明書　⑥事業計画図（位置図・平面図・断面図）　
　⑦現況写真（2方向・各1部）⑧土地所有者承諾書（2部）
　※①⑧の書式は市ホームページ「申請書ダウンロード」から印刷可能
◆提出日・提出先
　毎月第2火曜日・生涯学習課文化財係（中央市民会館1階）

国庫補助金による
　　　埋蔵文化財の確認調査を実施します
　遺跡地内での宅地造成などの工事については、事前に協議のうえ、文化財保護法の届出
および確認調査が必要になります。
※遺跡分布図は、市ホームページの＜おやまわが街ガイドマップ＞からご覧いただけます

問生涯学習課
 ☎22‒9669

おやま市民大学受講生募集
平成29年度

　小山市には、魅力あふれる場所・人・イベントがたくさんあります。小山市に来てみたい、
住んでみたいと思わせるプロモーション活動ができる人材を育成するコースを開設します。

おやまシティプロモーションコース講座の例
 ○小山をもっと自慢したくなる！あなたが始めるシティプロモーション
 ○小山のうどん打ち体験
 ○まちの駅思季彩館見学
 ○おやま本場結城紬クラフト館見学
 ○テレビ番組（ニュース）の作り方～人を惹きつける表現
 ○小山ビデオクラブって？

②公開講座「まちづくりとボランティア」
　地域の活性化・協働のまちづくり・ボランティアの意義などを、一緒に考えましょう。

◆より詳しい内容と日程は、市内各施設にあるパンフレットや、市ホームページ
　をご覧ください。
◆申込みは5月8日㈪～ 23日㈫に、住所・氏名・年齢・電話番号・受講希望（①ま
　たは②）を電話または生涯学習課に直接持参（☎22-9665、9666）。定員にな
　りしだい受付を終了します。

問生涯学習課
 ☎22‒9665
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　市は、地域コミュニティ活性化のために有効活用していただくことを目的に、一般財団法人自治総合センター
が宝くじ社会貢献広報事業として実施している「コミュニティ助成事業」に積極的に取組んでいます。
　この助成事業は、住民が自主的に行うコミュニティ活動等を対象として、地域のコミュニティ施設整備や、コミュ
ニティ活動に直接必要な設備等の整備に対して助成金を交付するものです。
1.助成事業の種類
①一般コミュニティ助成事業…コミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げることを
　目的とするもので、コミュニティ活動に直接必要な設備等（建築物、消耗品は除く）の整備に関する事業
②コミュニティセンター助成事業…コミュニティ活動を積極的に推進し、その健全な発展を図るため、住民の需
　要の実態に応じた機能を有するコミュニティ施設（自治会公民館・ 集会所等）の建設または大規模修繕および
　その施設に必要な備品の整備に関する事業
2.助成事業の実施主体
市、自治会および市が認めるコミュニティ組織
3.助成金額
①一般コミュニティ助成事業⇒100万円以上250万円まで
　（10万円単位／ 10万円未満切捨て）
②コミュニティセンター助成事業⇒対象となる事業の5分の3以内で上限1,500万円
4.平成29年度の募集
対象事業…平成30年4月1日～平成31年3月31日に実施する事業
5.申込み方法　7月31日㈪までに市民生活課（☎22ｰ9248）へ連絡してください。
連絡内容…団体名、代表者（住所・電話番号）、事業内容、申請金額等
※詳細は自治総合センター HP（http://www.jichi-sogo.jp/lottery）の昨年度の募集要項でご確認ください
※審査が行われますので、申請を行っても必ず採択されるものではありません

中央アートカルチャー落語塾
　笑うことにより、ストレスの解消や免疫力が向上
するなど、笑いの効用が注目され、健康増進の一環
として落語を取り入れる自治体や医療機関が増えて
います。

講師 三遊亭円楽一門等の現役落語家

日時 隔週水・木曜夜( ６月１４日開講)　
※講師の寄席出演等により日時変更の場合有

会場 中央アートスクール

受講料 月１万円（月二回講座開催）

内容
高座での披露を目標に、現役の落語家が基礎
から指導。年に一度、中央アートスクール内
スカラホールにて発表会開催予定。

申込み・問中央アートカルチャー
（小山市駅東通り 2‒24‒28）　☎ 24‒3715

◆安心してご相談ください
　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱され、住民の立場に立って医療や介護、生活の不安など様々な相談に
応じてその課題が解決できるよう、関係機関を紹介するなど地域の福祉増進に努めています。また、「児童委
員」を兼ねており、妊産婦や子育てに関する相談も応じ、支援しています。
　民生委員・児童委員は守秘義務があり、相談内容が他の人に洩れることはありません。
なお、活動の際には「民生委員・児童委員証」を携帯しています。
◆民生委員・児童委員の日
　全国民生委員児童委員連合会は、5 月 12 日を「民生委員・児童委員の日」とし、
5 月 12 日～ 18 日を活動強化週間としています。高齢者の見守りや民生委員活動の
PR など行います。
◆担当の民生委員・児童委員
　市では、296 人の民生委員・児童委員が活動しています。お住まいの地域の民生委員・
児童委員については、福祉課までお問合せください。

民生委員制度創設
100周年シンボルマーク

～民生委員はあなたの身近な相談相手です～
大正６年に岡山県で創設された済生顧問制度を起源とした「民生委員制度」が 100 周年となります。

問福祉課☎ 22‒9612

問市民生活課☎22‒9248

コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）をご活用ください！！

民生委員制度は平成29年に創設100周年を迎えます
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　昭和24年6月1日に人権擁護委員法が施行されたことを記念して、この日を「人権擁護委員の日」と定め、
人権尊重の啓発活動などを行っています。
　市内には14人の人権擁護委員がおり、電話等で相談をお受けするほか、毎月人権相談を行っています。毎日
の暮らしの中で起こるさまざまな人権問題に、人権擁護委員が相談に応じます。相談は無料で、秘密は守られ
ます。お気軽にご相談ください。

問人権推進課☎22‒9292

「人権擁護委員の日」特設相談のご案内
日時　5月31日㈬10：00～ 15：00　　会場　市役所本庁地下1階・地下相談室
※通常の人権相談は毎月第2金曜日に実施しています

☆人権擁護委員の啓発活動☆　小学生向けの「なかよし学習会」
　3月28日㈫に市駅南児童センターで開催し、『ことばと心』
について考えてみました。
～参加した児童の感想～

・今までをふり返り、とてもすっきりとした心になり、だれもが
うれしくなることばを、言いつづけられるようにしたいです。
（旭小３　小原めいな）
・今日、いろんなことを聞いて、言葉の使い方がよくわかりま
した。ちくちく言葉とふわふわ言葉の違いが勉強になりました。
だから、言葉の使い方を確認して、もう言わないでできると思
います。（小山城南小６年　海老沼朱音）

6月1日は人権擁護委員の日です

☆地域活性化事業☆　「人権の花」運動
　児童のみなさんが協力し花を育て、生命の尊さを実感する中で、人権尊重思想をはぐくみ情操をより豊かなも
のにすることを目的に、毎年人権擁護委員が市内の小学校・義務教育学校を訪問して、「人権の花」の贈呈と人
権講話を実施しています。平成29年度は、小山第二小・小山城南小・間々田小・寒川小・中小・萱橋小・絹義務
教育学校の7校に5月から花の苗などを配布します。
　そして秋には全小・中学校・義務教育学校に球根を配布します。

一緒に健康づくりを進めましょう 問健康増進課☎22‒9520

　健康推進員は、それぞれの地域でお子さんから高齢者までの健康づくり活動のお手伝いを行っています。
推進員は、各自治会から推薦していただき市長が委嘱します。みなさまの近くにも健康推進員がいます。
推進員と一緒に健康づくりに取り組んでみませんか？

◎主な活動

◎健康推進員の声
・活動をとおして健康への関心が高まり、家
族の健康づくりにも役立ちました。
・健康に関するたくさんの情報を得ることが
できました。
・新たな仲間ができ、地域の絆が深まりました。
・自分たちの住む地域の良さを再発見するこ
とができました。

平成28年度は262人の推進員さんが活躍して下さいました。

ご存じですか？　健康推進員

地域の課題に合わせ
て健康教室を開いて
います。
（認知症、脳卒中、口
腔ケア、介護予防等）

様々な団体や組織に
協力いただき、健康
づくりの啓発活動を
行っています。

健康づくりに必要な
知識を研修会で学
んだり、いろいろな
地域活動への協力も
行っています。
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交通事故などで国保を使う場合は必ず届出をしてください！
（第三者行為による傷病届）

　交通事故、ケンカ、他人の犬にかまれてケガをした場合など、自分以外の第三者の行為が原因の傷病を国
民健康保険で治療する場合は、国保年金課へ届出が必要です（届出を行わないと保険証は使えません）。
　その場合は、原則加害者（第三者）が負担すべき治療費をいったん国民健康保険で立替え、後日加害者や
加害者側の損害保険会社などに請求します。
※加入されている損害保険会社で届出ができる場合もありますので、損害保険会社へ
　ご相談ください

〔届出に必要なもの〕
　①国民健康保険証 ②世帯主の印鑑 ③交通事故証明書
　その他、診断書や医療費の請求書、相手方の加入する保険（自動車・自転車保険、個人
賠償責任保険など）の情報など、参考となる資料がある場合はお持ちください。

〔届出の際の注意点〕
　○同乗していた自動車が事故に遭い負傷した場合、相手（加害者）が家族や親戚の場合、自分に過失がある場
合などでも届出が必要です。
　○相手と示談する前に、国保年金課にご相談ください。
　○飲酒運転や無免許運転など、ご自身の不法行為が原因の場合は、国民健康保険は使えません。

〔労働災害・通勤災害について〕
　仕事中や通勤途中に負傷した場合は、原則として労災保険が適用になるため、国民健康保険は使えません。

〔負傷・疾病原因の問合せや届出の勧奨について〕
　小山市国民健康保険では、医療費を適正に給付するため、医療機関からの請求内容により、届出のお願いや負傷・
疾病原因についてお尋ねする場合があります。ご理解とご協力をお願いします。

問国保年金課☎ 22‒9415

事業主の皆さまへ・重要なお知らせ

　地方税法の規定に該当するすべての事業所を特別徴収義務者に指定し（地方税法第321条の4およ
び小山市税条例第45条）、5月中旬に特別徴収税額の通知を送付します。

～個人住民税の特別徴収（給与から引き去り）について～

◆個人住民税の特別徴収とは
　所得税の源泉徴収と同様に給与支払者である事業主の方が、従業員の方に毎月支払う給与から個人住民税
を引き去り(給与天引き)し、納税義務者である従業員の方に代わって、従業員の方がお住まいの市町村に納
入していただく制度です。
　正社員、パート・アルバイト等、雇用の形態に関わらず、所得税が源泉徴収されている従業員の方の個人
住民税は特別徴収の方法により納入をお願いします。
◆事業主の方が行う主な事務
　①毎月の給与から市町村が通知した税額を差引き
　②差引きした税額を翌月の10日までに市町村へ納入
　③従業員の就職や退職などの異動があれば市町村へ連絡

問市民税課☎ 22‒9424

※源泉所得税のように、税額の計算や年末調
　整等を行う必要はありません
※従業員が常時10人未満の事業所は、申請に
　より納期を年2回とする制度もあります

～特別徴収制度の仕組み～



◆国営かんがい排水事業栃木南部地区（拡大）
問農村整備課☎22‒9821

　基盤整備された優良農地である思川西部地区の湛水
被害を解消するため、国営かんがい排水事業「栃木南
部地区」が今年度から工事着工となります。栃木県で
は29年ぶり、県南地域では初となる国営事業を実施
し、効率的で生産性の高い農地の確保を進めます。
◆排水強化対策（豊穂川・杣井木川等）（拡大）

問建設政策課☎22‒9825
農村整備課☎22‒9263

　「平成27年9月関東・東北豪雨」による大規模浸水
被害対策として、豊穂川・杣井木川流域の排水強化対
策の実現に向けて、関係機関と協議し測量および調査
等を行います。
◆洪水ハザードマップ改定（小山市東部地区）（新規）

問建設政策課☎22‒9328
　平成28年8月に国土交通省下館河川事務所より鬼怒
川・田川放水路、平成29年度上半期（予定）に栃木
県より田川の洪水浸水想定区域が見直し・公表となる
ことから、現在の小山市東部地区洪水ハザードマップ
の改定を行います。
◆小山市総合防災訓練（新規）

問危機管理課☎39‒6684
　大規模災害時における職員の初動体制を整えるとと
もに、防災関係機関相互の連携による防災体制の強化
と、迅速かつ的確な応急活動の実施を目的とし、訓練
を行います。
　また、訓練を通して地域や企業等との協力体制を確
立し、市民の防災意識の向上を図ります。
◆AEDコンビニ設置（新規）問健康増進課☎22‒9526
　市民の不測の事態に対応できるよう、本庁舎、各出
張所、保育所、小中学校、学童保育館等に加え、夜
間、休日に利用できるよう、24時間営業のコンビニ
エンスストアにAEDを設置し、さらなる救命率の向
上を図ります。
◆横倉第一雨水幹線整備（拡大）

問下水道課☎24‒7807
　雨ケ谷および横倉新田地区において、台風や近年多
発する局地的豪雨時の道路冠水や浸水被害軽減を図る
ため、引き続き雨水管新設工事を行います。

◆地域包括ケアシステム構築事業（新規）
問地域包括ケア推進課☎22‒9647

　高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を送ること
ができるよう「住まい・生活支援・予防・介護・医
療」のサービスが、日常生活の場で一体的に提供でき
る“地域包括ケアシステム”を構築していくために、
在宅医療・介護の連携や介護予防を推進し、自治会の
声をお聞きしながら生活支援体制の整備を進めます。
◆すこやか長寿プラン2018策定（新規）

問地域包括ケア推進課☎22‒9549
　介護保険制度等の法制度に基づきながら、地域包括
ケアシステムの構築の実現を目指し、市の高齢者の生
活状況や健康状態、保健福祉サービスの課題に対応し

平成29年度　小山市新規施策シリーズ（1）

13　広報小山 2017.5月号

問…問合せ先

た総合的な施策展開を図るため、平成30年度から32
年度を実施期間とする「すこやか長寿プラン2018」
を策定します。
◆第5期障がい福祉計画（新規）問福祉課☎22‒9619
　障がい福祉計画は、障害者総合支援法第88条第1項
の規定に基づく「市町村障害福祉計画」です。国の基
本方針に基づき、本市の障がい福祉サービスを充実さ
せるために、現状および課題を踏まえて、福祉サービ
スの提供体制の確保に関する方策等を定めるために策
定します。

◆医療用ウイッグ購入費助成（新規）
問健康増進課☎22‒9526

　がん患者の方の抗がん剤治療により、薬の副作用に
よるさまざまな身体的症状に加え、特に脱毛によって
就労や社会参加に消極的となり、精神的な苦痛を強い
られ、療養生活の質の低下を招くことになります。
　また、高額な抗がん剤治療を受けている方にとり、
医療用ウイッグの購入が経済的負担にもなることか
ら、購入費を助成します。
◆特定健診（拡大） 問国保年金課☎22‒9418
　小山市国民健康保険では、被保険者の生活習慣病の
発症や重症化を予防するため、特定健診を実施してい
ます。より多くの被保険者の健康保持増進のため、健
診未受診者への受診の推進を図ります。
◆スポーツ立市推進（拡大）

問生涯スポーツ課☎21‒2695
　小山市スポーツ立市振興計画を基に、市民、地域、
学校、企業、行政の協働により市の特色を活かしたス
ポーツのまち小山を育むとともに、スポーツ都市宣言
の趣旨の実現に向け取り組んでいきます。
◆小山運動公園野球場整備

問水と緑の推進課☎49‒3528
　小山運動公園の本球場は、平成34年度開催予定の
栃木国体の開催会場に予定されているとともに、本
球場を本拠地とした栃木ゴールデンブレーブスのBC
リーグ参戦に伴い、老朽化したスコアボードの電子化
およびナイター照明の新設、内外野フェンスのラバー
マット等の改修工事を、国庫補助事業である社会資本
整備総合交付金により実施していきます。
◆小山市立絹義務教育学校（スクールバス運行）（新規）

問教育総務課☎22‒9658
　県内初となる絹義務教育学校では、統合再編に伴い
遠距離徒歩通学となる児童の安心安全な通学のためス
クールバスを運行します。約100人の児童が中型バス
4台に乗車します。児童への安全指導を十分に行って
いきます。
◆おやま英語教育のまち推進（拡大）

問学校教育課☎22‒9633
　小・中・義務教育学校の児童生徒の英語によるコ
ミュニケーション能力の向上を図り、ふるさと小山の
よさを積極的に発信できるよう、「おやま英語教育の
まち推進５か年計画」に基づき、事業を進めます。
　今年度は、外国語指導助手（ALT）24人を配置し
ます。ALTが市内各校を計画的に訪問し、子どもた
ちが英語を日常的に使う機会の充実を図ります。

市民の生命・財産を守り、
地域の安全・安心な暮らしのために

高齢者・障がい者がいきいきと生活できる
福祉対策等社会保障の充実のために

健康づくり・医療・保健・スポーツ
・教育の充実のために

　　市民生活の安全・安心、福祉対策、健康づくり、医療、教育の推進
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小山市役所本庁舎の
　「建替え整備」について

　小山市役所本庁舎は、新耐震基準 ( 昭和 56 年改正 )
以前となる昭和 39 年に建設され、52 年余が経過して
いる建物で、平成 20 年度実施の耐震診断で強度不足と
判定されましたが、平成 23 年 3 月に発生した東日本
大震災では、建物の主要構造部である柱や梁への被害
はありませんでした。
　このため、市では、財政状況や他の優先すべき事業
等を勘案し、「耐震補強」による耐震化が現実的である
と判断し、これまで耐震補強での本庁舎整備を方針と
し、検討を進めてまいりました。
　このような中、昨年 4 月の熊本地震では、耐震基準
を満たしていなかった宇土市、大津町、八代市、人吉
市のみならず、耐震改修を行い震度 7 にも耐えられる
はずであった益城町の庁舎も損壊し、使用不能となり、
庁舎閉鎖に追い込まれたことから、こうした現実を直
視し、市では改めて本庁舎の整備方針を見直す必要が
あるとの考えの下、これまでの「耐震補強による整備」
に加え、現在地での「建替え」の観点からの検討も開
始したものであり、各々のメリット、デメリットを明
らかにした上で、整備方針を決定していくこととしま
した。 
　こうした検討を開始しておりましたところ、本年 1
月 25 日に総務省において「市町村役場機能緊急保全事
業」が創設され、市町村の本庁舎の建替えに対し、「起
債を 90％以内まで拡大する。但し、事業期間は平成
32 年度までの 4 年間」という内容が示されました。
　市では、こうした好条件が創設されましたが、あく
まで整備方針決定にあたっては、市民の意見等を把握
した上で進めて行くことが適当であるとの考えから、
市民、学識経験者等で構成する「小山市本庁舎整備検
討懇話会」を設置するとともに、市議会での「市議会
公共施設等整備調査特別委員会」においてもご議論、
ご検討をいただいてきました。
　その結果、「建替え」の場合には、「分散した庁舎機
能の集約による市民サービスの向上が図れること、仮
設庁舎の設置が不用なこと、市民活動スペース等の新
たな機能を付加することが可能となること、平成 29 年
度に創設された「市町村役場機能緊急保全事業」を活
用できること」等、多くのメリットが考えられました。
  一方、「耐震補強」の場合には、「建替え」に比べてコ
ストが抑えられるものの、近い将来には「建替え」が
必要となること、分散した庁舎機能の集約が不可能で
あること、仮設庁舎の設置が必要なこと、有効な財源
の確保が困難」等のデメリットが考えられるとして、「小
山市本庁舎整備検討懇話会」からは平成 29 年 3 月 6
日に「新庁舎として建替えることが望ましい」とする
提言書が市に提出されました。
　また、「市議会公共施設等整備調査特別委員会」から

は、同 3 月 14 日に「本庁舎整備に当たっては、分散
化した庁舎を集約し、不用となった施設の売却などに
よる財源の確保及び新たに創設された、「市町村役場機
能緊急保全事業」を活用して、新庁舎として建替える
べきである」との中間報告を受け、同 3 月 23 日には
議長から「庁舎を建替えるべき」とする提言書が提出
されました。
　このため、市では、特に議会からの提言にある「市
民サービスの向上と行政事務の効率化を実現させるた
め、機能の集約を図ること」と、懇話会の提言にある「中
心市街地の活性化による地域づくりのために、現在の
位置に庁舎機能を集約すること」の意見を重く受け止
め、平成 33 年春の開庁を目指し現在地で建替えして参
りたいと考えています。
　市民の皆様のご理解ご協力を賜りますようお願いし
ます。
JR 東京駅で「とちぎの南都・北都」移住カフェを開催

　国の地方創生推進交付金を活用
し、新幹線が停車するまちとして、
那須塩原市と連携した、移住・定
住促進プロモーション事業を展開
しています。3 月 14 日には JR 新

宿駅、3 月 25 日には JR 東京駅で、「とちぎの南都・
北都」移住カフェと題した PR イベントを開催しまし
た。「はじめまして。とちぎのツートップ。南都・小
山＆北都・那須塩原があなたの夢、叶えます。」をキ
ャッチコピーに、移住相談コーナーの設置や、おやま
ブランド等の特産品の試食・販売、「政光くん・寒川
尼ちゃん」との記念撮影会など、両市の魅力をアピー
ルしました。
五穀豊

ほうじょう

穣と無病息災を願って 篠塚稲荷神社の飾り馬
　3 月 12 日、市内大本の篠塚稲荷神社で市指定無形民
俗文化財の「篠塚初

はつうままつり

午祭」が行われ、五色の布や布団
で美しく飾り立てた「飾り馬」が五穀
豊穣と無病息災を祈願して地区内を練
り歩きました。巡行が終わると、馬の
飾りを解いて「流

や ぶ さ め

鏑馬」が行われ、３
つの的に矢が放たれると、つめかけた
見物客から大きな歓声が上がりました。

渡良瀬遊水地に春告げる「ヨシ焼き」
　3 月 18 日、ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水地
で恒例のヨシ焼きが行われました。当日は、天候にも
恵まれ風も弱く、堤防上には多くのカメラマンが連な
り、燃え上がる炎に盛んにシャッターを
切っていました。生井桜づつみでは、ラ
ムサールふゆみずたんぼ米で作った甘酒
のふるまいや、おとんの豚汁、地元新鮮
野菜の販売等も行われ、訪れた方々に大
人気でした。
茨城県笠間市と広域避難に関する協定締結
　3 月 21 日、東海村原子力発電所でもしもの災害が
発生した場合、笠間市は東海村から至近距離にあるの
で笠間市民の避難地が栃木県の小山市を含む５市町に
振り分けられることとなりまし
た。そのため茨城県笠間市と小
山市において笠間市民を受け入
れる協定および災害時の相互応
援協定を締結しました。



ン
ド
ゴ
ル
フ
や
輪
投
げ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
思
桜
会
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
も
参
加
し
て
他
ク
ラ

ブ
と
の
交
流
を
す
る
こ
と
で
、

良
い
仲
間
づ
く
り
活
動
が
出
来

て
い
ま
す
。
教
養
面
で
は
、
日

帰
り
の
研
修
旅
行
や
生
活
習
慣

病
に
つ
い
て
の
出
前
講
座
（
勉

強
会
）
を
開
催
し
、
健
康
に
気

を
つ
け
て
長
生
き
出
来
る
よ
う

に
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。
総
会
や
新
年
会
で
は
、

豪
華
な
食
事

を
用
意
し
て

い
ま
す
。
和

気
あ
い
あ
い

と
話
が
弾
み
、

時
間
が
た
つ

の
を
忘
れ
て
、

会
員
全
員
が
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

 

「
友
愛
」「
健
康
」「
奉
仕
」「
長

生
き
」
を
目
標
に
地
域
交
流
を

深
め
つ
つ
、
会
員
の
勧
誘
を
促

進
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
の
協

力
に
よ
り
一
層
地
域
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
ク
ラ
ブ
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
会
長
　
小
野
寺
　
政
子
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活
動
内
容
•
加
入
の
問
合
せ

間
々
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会

間
々
田
出
張
所
☎
4
5
１
３
３

　
西
黒
田

上
長
寿
会

は
、
粟
宮

と
新
小
山

市
民
病
院

の
中
間
の

地
域
に
あ

り
、
近
く

に
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
が
あ
り
ま
す
。

 

春
に
は
桜
が
咲
き
、
桜
の
下

で
花
見
を
し
た
り
、
秋
に
は
紅

葉
が
き
れ
い
で
散
歩
を
し
た
り

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

西
黒
田
上
長
寿
会
は
、
45
年
前

に
50
人
の
会
員
で
発
足
し
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
当

時
よ
り
も
人
数
は
減
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
楽
し
く

続
い
て
い
ま
す
。

 

主
な
活
動
内
容
は
、
社
会
奉

仕
と
し
て
、
神
社
・
お
墓
の
清

掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
清

掃
は
、
発
足
当
時
か
ら
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
美
化
運
動
と
し

て
、
花
の
種
ま
き
や
除
草
を
し

て
い
ま
す
。
毎
年
、
花
が
咲
く

の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま

す
。
道
路
の

清
掃
も
年
２

回
行
っ
て
い

ま
す
。
健
康

維
持
と
し

て
、
グ
ラ
ウ

西
黒
田
上
長
寿
会

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

問
総
合
政
策
課
☎
2
2
９
３
５

�

第 15 回おやま健康料理コンクール おとな部門 最優秀賞
問健康増進課☎22‒9525

メインにした小山の
食材：米粉

「おやまのわ食」について
工夫したところ・PR したい
こと：米粉うどんのおやきに
野菜あんかけをかけて色ど
りを加えた

★栄養価（1 人分）
エネルギー

(kcal)
たんぱく質

(g) 脂質 (g) カルシウム
(mg) 鉄 (mg) ビタミン A

(㎍ RE)
ビタミン B1

(mg)
ビタミン B2

(mg)
ビタミン C

(mg)
食塩相当量

(g)
444 17.8 22.0 47 1.9 133 0.30 0.25 21 2.9

★材料（4 人分） ★作り方
< おやき >
①ゆでた米粉うどんを 3 ～ 4cm の長さに切る。
②合い挽き肉、卵、片栗粉、①を混ぜ合わせ、塩、こしょう
　を加え（うどんの形がなくならない程度に、少しつぶしな
　がら混ぜる）、食べやすい大きさの小判型にする。
③フライパンにごま油を入れ、温まったら②を入れて焼く
　（焼き色をつける）。焼けたら皿に盛り付ける。

< 野菜あんかけ >
①キャベツを 2 ～ 3cm 角、にんじんを短冊切り、しいたけ、
　かまぼこを 2 ～ 3mm に切り、絹さやを斜めに半分に切る。
②鍋にだし汁、しょうゆ、みりんを合わせて入れ、にんじん、
　しいたけ、キャベツを入れて中火で野菜がやわらかくなる
　まで煮込み、その後かまぼこ、絹さやを入れて少し煮込む。
③②が沸騰した状態に水溶き片栗粉を入れてとろみをつける
　（水溶き片栗粉は 2 ～ 3 回にわけて入れる）。

　皿に盛り付けたおやきに野菜あんかけをかけて完成。

米粉うどん（ゆで）
合い挽き肉
卵
片栗粉
塩
こしょう
ごま油
だし汁
しょうゆ
みりん
にんじん
しいたけ
絹さや
かまぼこ
キャベツ
　片栗粉
　水

400g
230g
50g（1 個）
大さじ 3
少々
少々
大さじ 3
340cc
大さじ 2･1/2
大さじ 2
60g
40g
20g
50g
160g
大さじ 2
大さじ 4

　はじめまして。総合政策課の川俣と申します。私
は前任の堀江に代わって今年の４月から自治体国際
化協会のシンガポール事務所に派遣されています。
日本の自治体の東南アジア地域における国際化活動
を支援するとともに、小山市を世界に知ってもらう
ために取り組んでいきます。
　初めてとなる今回は、シンガポールの概要と多様
性についてご紹介します。シンガポールは東南アジ
アの国でマレー半島の南端、赤道の近くに位置して
います。面積は小山市のおよそ４倍という小さな国
ですが、その国土に 561 万人もの人びとが住んで
います。中国系 74％、マレー系 13％、インド系
9% と異なった民族が暮らしており、言語や宗教も
さまざまです。そのため、シンガポールの案内は英
語、中国語、マレー語など複数の言語で表記され、
街には仏教の寺院やイスラム教のモスクなど様さま

ざまな建物が建っています。多民族国家のシンガ
ポールですが、それぞれの文化を尊重しながら、異
なった民族がともに暮らしています。
　小山市には現在約 6,000 人の外国の方が住んで
おり、皆さんも市内で見かけることがあると思いま
す。言葉や文化が私たちと異なるので、お互いを理
解できない状況も見受けられます。しかし、お互い
の文化や習慣を知り、理解を深めることが、同じ小
山市に住む市民として共生するための大きな一歩と
なり、小山市がさらに国際色豊かな都市になってい
くと思います。
　多民族が共生しながらめざましく発
展する魅力あふれるシンガポールや東
南アジアの情報をこれからもお届けし
ます。

総合政策課　川俣英二

【米粉うどんおやきの野菜あんかけ】 

｝

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
よ
り

⑫
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お

知

ら

せ

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

県
立
博
物
館
５
月
の
主
な
行
事

◆
テ
ー
マ
展「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
記
念
　
と
ち
ぎ
の

山
・
鉾
・
屋
台
」▽
６
／
15
㈭
ま

で
◆「
収
蔵
庫
は
宝
の
山
！
初
公

開
の
化
石
・
鉱
物
・
動
植
物
」▽

６
／
18
㈰
ま
で
◆「
観
察
会
・
見

学
会
」▽
①
５
／
６
㈯
②
５
／
13

㈯
◆
県
博
デ
ー
▽
５
／
21
㈰

※
月
曜
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

天
体
観
望
会
「
お
お
ぐ
ま
座
を
み

つ
け
よ
う
～
木
星
を
み
よ
う
～
」

日
時
　
５
／
13
㈯
19
時
半
～
21
時

会
場
　
生
井
公
民
館
　

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他
　
中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
で
要
確
認
）。

◆
当
日
11
時
～
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
も
実
施
。

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
７
㎞

日
時
　
６
／
４
㈰
８
時
45
分
か
ら

コ
ー
ス
　
古
河
駅
（
西
口
）
集
合

→
野
木
煉
瓦
窯
→
野
木
神
社
→
野

春
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
教
室

日
時
　
５
／
９
・
16
・
23
の
火
曜

日
10
時
～
正
午

会
場
　
小
山
運
動
公
園
内
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
先
着
20
人

参
加
費
　
千
円
（
保
険
料
含
む
）

申
込
み
　
５
／
８
㈪
ま
で
の
平
日

10
時
～
17
時
に
参
加
費
を
添
え
て

市
体
育
協
会

問
小
山
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
代
表
・
佐
藤
☎
�
２
８
９
０

卓
球
の
お
誘
い

日
時
　
５
／
13
か
ら
毎
月
第
２
土

曜
日
14
時
～
16
時
半

会
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
生
高
学
年
以
上

参
加
費
　
大
人
200
円
、
小
・
中
学

生
100
円
※
当
日
会
場
に
て
徴
収

問
小
山
市
卓
球
協
会
・
新
藤
☎

０
８
０
・
５
４
１
２
・
６
１
６
４

栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

小
山
市
民
デ
ー
（
対
福

島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
FC
戦
）

　
小
山
市
民
の
方
は
特
別
割
引
で

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
が
で
き
る
市
民

デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
／
21
㈰
13
時
開
始

会
場
　
県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

※
詳
細
は
、
市
HP
や
各
公
民
館
に

設
置
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

日
本
交
響
楽
団
第
８
回
定
期
演
奏
会

日
時
　
６
／
25
㈰
14
時
開
演

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

曲
目
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第

６
番「
田
園
」ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
　
全
席
指
定
Ｓ
席
千
500

円
、
Ａ
席
千
円
※
発
売
中

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

第
13
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
　
９
／
24
㈰
８
時
半
～
15
時
半

会
場
　
県
総
合
運
動
公
園
　
ほ
か

対
象
　
県
内
在
住
の
12
歳
以
上
の

身
体
・
知
的
障
が
い
者

競
技
　
陸
上
、
卓
球
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

水
泳
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
車
椅
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

申
込
み
　
５
／
17
㈬
～
31
㈬
に
福

祉
課
☎
�
９
６
２
４
※
学
校
・
施

設
等
に
所
属
す
る
方
は
各
所
属
へ

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎

０
２
８
・
６
２
４
・
２
７
６
１

ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
・
卓
球
教
室

日
時
　
６
／
10
・
17
・
24
、７
／
１
・

８
の
土
曜
日
全
５
回
10
時
～
正
午

会
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

第
５
回
交
通
安
全
ペ
ア
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
５
／
25
㈭

会
場
　
小
山
総
合
公
園
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象
　
小
山
警
察
署
管
内
在
住
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者

種
目
　
①
ペ
ア
ー
（
男
・
女
）
の

部
、
②
ダ
ブ
ル
（
男
・
女
）
の
部
、

③
お
し
ど
り
の
部
（
夫
婦
）

参
加
費
　
１
人
500
円
、
1
組
千
円

※
当
日
徴
収

申
込
み
　
５
／
10
㈬
ま
で
の
平
日

10
時
～
17
時
に
市
体
育
協
会
☎
�

５
８
５
６
ま
た
は
小
山
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会 
青
柳
☎
�
１
４
０
１

少
林
寺
拳
法
体
験
入
門

日
時
　
５
／
13
・
20
、
６
／
３
・

10
・
17
・
24
の
土
曜
日
全
６
回
19 

時
～
20
時
半

会
場
　
県
南
体
育
館
柔
道
場

対
象
　
小
学
生
以
上
※
参
加
無
料

申
込
み
　
５
／
20
㈯
ま
で
に
小
山

市
少
林
寺
拳
法
協
会
・
中
村
☎

０
９
０
・
３
３
１
２
・
２
３
１
１

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ
２
０
１
７

①
シ
ル
バ
ー
作
品
展

期
間
　
５
／
17
㈬
～
21
㈰

会
場
　
と
ち
ぎ
健
康
の
森
２
階

（
宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１
）

②
水
泳
交
流
大
会

小
山
市
駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー

「
み
な
み
祭
」

日
時
　
５
／
21
㈰
10
時
～
16
時

会
場
　
同
セ
ン
タ
ー
（
駅
南
町
２

-

11-

５
）　

内
容
　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム

や
工
作
※
参
加
者
全
員
に
か
き
氷

第
７
回
お
や
ま
の
ま
ち
de
開
運

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
な
ま
い
の
自
然

散
策
コ
ー
ス
約
８
㎞
」

日
時
　
６
／
３
㈯
９
時
か
ら

コ
ー
ス
　
生
井
公
民
館
集
合
→
渡

良
瀬
遊
水
地
堤
防
→
な
ま
い
ふ
る

さ
と
公
園
→
小
谷
城
跡

申
込
み
・
問
同
館
☎
�
４
０
０
４

第
54
回
市
総
合
選
手
権
大
会
（
陸

上
競
技
）

日
時
　
６
／
17
㈯
９
時
競
技
開
始

会
場
　
小
山
運
動
公
園

対
象
　
市
内
在
住
・
通
勤
通
学
者

※
小
学
３
年
生
以
下
は
４
年
生
の
部
に
参
加

参
加
費
　
１
種
目
に
つ
き
小
・
中

学
生
300
円
、
高
校
生
・
一
般
500
円
、

リ
レ
ー
は
１
チ
ー
ム
500
円

申
込
み
　
５
／
11
㈭
～
６
／
１
㈭

の
平
日
10
時
～
17
時
に
申
込
書
と

参
加
費
を
添
え
て
市
体
育
協
会
事

務
局
☎
�
５
８
５
６

小学生
男子

（4 ～ 6 年）100m、共通 1,000m、
共通 4×100mR、共通走高跳、共通走幅跳

小学生
女子

（4 ～ 6 年）100m、共通 1,000m、
共通 4×100mR、共通走高跳、共通走幅跳

中学生
男子

100m、1,500m、4×100mR、
走高跳、走幅跳、砲丸投

中学生
女子

100m、800m、4×100mR、
走高跳、走幅跳、砲丸投

高校一
般男子

100m、400m、1,500m、5,000m、
4×100mR、走高跳、走幅跳、砲丸投

高校一
般女子

100m、400m、1,500m、5,000m、
走高跳、走幅跳、砲丸投

親
子
で
遊
ぼ
う
家
庭
の
日

日
時
　
５
／
21
㈰
10
時
～
15
時

会
場
　
小
山
総
合
公
園
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

参
加
費
　
100
円（
保
険
料
含
む
、

小
学
生
以
上
、
返
金
不
可
）

内
容
　
折
り
紙
、
紙
ト
ン
ボ
、
人

工
物
探
し
、
割
り
箸
て
っ
ぽ
う
等

※
雨
天
時
は
内
容
を
縮
小

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

お
に
っ
こ
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
教
室

日
時
　
６
／
７
か
ら
毎
月
第
２
・

４
水
曜
日
全
20
回
19
時
か
ら

会
場
　
ひ
ま
わ
り
ゴ
ル
フ
練
習
場

対
象
　
初
心
者
15
人

参
加
費
　
年
間
３
千
円

申
込
み
　
お
に
っ
こ
ク
ラ
ブ
・
廣

瀬
☎
�
５
０
８
３

等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
※
参
加
無
料

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
５
９
４

木
二
中
（
休
憩
）
→
野
木
駅
（
西

口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

以
上
先
着
20
人

参
加
費
　
千
円
（
保
険
料
含
む
）

※
当
日
徴
収
。
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
可

申
込
み
　
６
／
７
㈬
ま
で
の
平
日

10
時
～
17
時
に
市
体
育
協
会
☎
�

５
８
５
６
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人
間
ド
ッ
ク
等
検
診
助
成
事
業

（
受
付
期
間
延
長
中
）

対
象
　
①
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
で
、
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納

が
な
い
方
、
②
平
成
29
年
度
特
定

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
方

※
詳
し
く
は
、
広
報
小
山
３
月
号

Ｐ
７
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
８

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査

　
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に

臨
時
保
育
士
採
用
説
明
会

日
時
　
５
／
20
㈯
10
時
～
正
午

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

小
学
校
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
方

※
当
日
、
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、

履
歴
書
と
保
育
士
証
等
の
コ
ピ
ー

を
持
参
。
面
接
・
作
文
・
実
技
の
試

験
あ
り
。
説
明
の
み
の
参
加
も
可

申
込
み
　
事
前
に
こ
ど
も
課
☎
�

９
６
１
４
・
９
６
１
５

受
給
資
格
期
間
の
短
縮
が
行
わ
れ
ま
す

　
平
成
29
年
８
月
か
ら
、
老
齢
年

金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
が
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
任
意
加
入
の

申
出
を
さ
れ
資
格
期
間
を
増
や
し

た
り
、
合
算
対
象
期
間
を
含
め
る

こ
と
に
よ
り
年
金
が
受
給
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
身
の

資
格
期
間
が
不
明
な
場
合
は
国
保

年
金
課
ま
た
は
栃
木
年
金
事
務
所

で
年
金
記
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６
ま

た
は
同
事
務
所
☎
０
２
８
２
�

４
１
３
１

知
的
障
害
者
動
く
知
更
相
（
巡
回
相
談
）

期
日
　
６
／
12
、
10
／
２
、
Ｈ
30
．

２
／
５
の
月
曜
日

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
18
歳
以
上
で
療
育
手
帳
の

再
判
定
希
望
の
方
各
回
10
人
程
度

持
ち
物
　
療
育
手
帳
、
身
体
障
害

者
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

申
込
み
　
開
催
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
福
祉
課
☎
�
９
６
２
９

米
粉
の
料
理
教
室

日
時
　
５
／
18
、
６
／
22
の
木
曜

日
10
時
半
～
13
時
半

会
場
　
道
の
駅
思
川
料
理
実
習
室

内
容
　
抹
茶
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ 

ほ
か

定
員
　
各
回
先
着
24
人

参
加
費
　
各
800
円
（
お
土
産
付
）

申
込
み
　
５
／
８
㈪
９
時
半
か
ら

農
政
課
☎
�
９
２
５
７

募

集

家
庭
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
研
修

日
時
　
６
／
14
㈬
・
27
㈫
、
７
／

10
㈪
・
20
㈭
10
時
～
15
時
半

会
場
　
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
瓦
谷
町
１
０
７
０
）

定
員
　
70
人

※
参
加
無
料
。
託
児
あ
り

申
込
み
　
５
／
16
㈫
ま
で
に
生
涯

学
習
課
☎
�
９
６
６
５

寄
贈
作
品
の
お
披
露
目
・
レ
ク

チ
ャ
ー
（
無
料
）

　
５
／
４
㈭
・
５
㈮
の
無
料
公
開

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

日
時
　
５
／
11
㈭
９
時
～
16
時
半

会
場
　
県
南
体
育
館
研
修
室

対
象
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
受
験
予
定
者

※
受
講
料
等
必
要

申
込
み
　
５
／
９
㈫
ま
で
の
平
日

８
時
半
～
17
時
15
分
に
消
防
本
部

予
防
課
☎
�
６
６
５
８

寒
川
公
民
館
子
育
て
広
場

日
時
　
５
／
18
㈭
10
時
～
11
時
15
分

会
場
　
市
立
寒
川
公
民
館
研
修
室

真
綿
か
け
体
験
会

日
時
　
５
／
23
㈫
14
時
～
16
時

定
員
　
先
着
15
人

※
参
加
無
料
。
詳
細
に
つ
い
て
は

申
込
み
後
別
途
通
知

申
込
み
　
５
／
１
㈪
か
ら
工
業
振

興
課
☎
�
９
３
９
７

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
／
31
㈬
で
す

　
納
税
は
金
融
機
関
、
郵
便
局
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談

　
栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利

用
者
や
家
族
等
か
ら
の
苦
情
や
相

談
を
適
切
に
解
決
す
る
た
め
、
助

言
・
相
談
・
調
査
・
あ
っ
せ
ん
・

知
事
へ
の
通
知
等
を
行
い
ま
す
。

問
同
委
員
会
☎
０
２
８
・
６
２
２
・

２
９
４
１

き
の
こ
・
た
け
の
こ
・
山
菜
を
採

取
し
て
出
荷
・
販
売
す
る
方
へ

　
き
の
こ
・
た
け
の
こ
・
山
菜
を

採
取
し
て
出
荷
・
販
売
す
る
際
に

は
、
事
前
に
栃
木
県
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
必
要
で
す
。ま
た
、「
野
生
」

の
場
合
に
は
、
採
取
場
所
が
出
荷

制
限
区
域
で
な
い
こ
と
も
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
県
の
HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
南
環
境
森
林
事
務
所
林
業
経

営
課
☎
０
２
８
３
�
１
４
４
１

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
の
た

め
に
、
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
●
剪
定
枝
は
、
長
さ
50

㎝
・
太
さ
30
㎝
ま
で
の
幹
・
枝
で
、

直
径
30
㎝
ま
で
の
束
に
し
て
、
麻

ひ
も
か
紙
ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ

い
。
●
プ
ラ
容
器
は
、

マ
ー
ク

の
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
で
、
袋
は
二
重
で
は
な
く
一

重
に
し
て
く
だ
さ
い
。
※
汚
れ
が

ひ
ど
い
も
の
は
可
燃
ご
み
●
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
で
き
る
だ
け
つ
ぶ
し

て
、
び
ん
・
缶
と
は
別
の
コ
ン
テ

ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
８
６

日
に
、
寄
贈
さ
れ
た
小
山
市
ゆ
か

り
の
作
家
・
齊
藤
鷗
舟
の
襖
絵
を

小
川
家
住
宅
で
お
披
露
目
し
ま

す
。
５
／
28
㈰
13
時
か
ら
は
レ
ク

チ
ャ
ー
「
陶
磁
器
に
つ
い
て
ー
金

継
ぎ
と
共
色
直
し
」
を
開
催
し
ま

す
（
要
予
約
）。

申
込
み
・
問
車
屋
美
術
館
☎
�

０
９
６
８

期
日
　
５
／
28
㈰

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

※
こ
の
他
、
５
／
７
㈰
～
28
㈰
に

県
内
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交

流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
�

９
６
１
７

６
／
１
時
点
で
実
施
し
ま
す
。
５

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。
記
入
内
容
は
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
２

ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心

身
障
が
い
者
の
方
は
、
一
定
の
要
件

の
も
と
に
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２
�

３
４
１
１

穂
積
公
民
館
前
期
講
座

◆
女
性
サ
ロ
ン
▽
５
月
～
Ｈ
30
．

２
月
全
６
回
▽
20
人
◆
も
の
づ
く

り
講
座
（
木
工
・
手
作
り
パ
ン
・

編
み
物
・
和
菓
子
）
▽
６
／
１
・

15
、
７
／
６
・
20
、
９
／
７
・

21
、
10
／
５
・
19
の
木
曜
日
全
８

回
10
時
～
正
午
※
パ
ン
の
み
13
時

ま
で
▽
15
人
▽
実
費
◆
俳
句
講
座

▽
６
／
21
、
７
／
19
、
８
／
23
、

９
／
20
の
水
曜
日
全
４
回
14
時
～

16
時
▽
15
人
▽
無
料
◆
料
理
講
座

▽
７
／
18
、
８
／
22
、
９
／
19
、

10
／
17
、
11
／
21
、
12
／
19
の
火

曜
日
全
６
回
９
時
半
～
12
時
半
▽

20
人
▽
実
費

申
込
み
　
５
／
10
㈬
～
18
㈭
に
同

館
☎
�
２
０
０
４

対
象
　
未
就
園
児
（
０
～
３
歳
）

と
保
護
者
10
組
　
※
参
加
無
料

内
容
　
わ
く
わ
く
リ
ト
ミ
ッ
ク

申
込
み
　
随
時
、
寒
川
公
民
館
☎

�
１
０
０
２

豊
田
公
民
館
前
期
講
座

①
ハ
イ
キ
ン
グ
講
座
▽
５
／
30
㈫

▽
日
光
方
面
▽
35
人
▽
千
円
②
料

理
講
座
▽
６
／
２
、７
／
７
、９
／

８
、
10
／
６
の
金
曜
日
全
4
回
▽

９
人
▽
４
千
円
③
コ
ア
ス
ト
レ
ッ

チ
講
座
▽
６
／
９
・
16
・
23
・

30
、
７
／
７
・
14
の
金
曜
日
全
６

回
▽
15
人
▽
500
円
④
女
性
学
級
▽

６
／
10
㈯
か
ら
毎
月
１
回
全
８
回

▽
30
人
▽
実
費
⑤
作
楽
学
級
▽
６

／
13
㈫
か
ら
毎
月
１
回
全
10
回
▽

60
人
▽
千
円
＋
実
費

申
込
み
　
①
５
／
12
㈮
か
ら
、
②

～
⑤
５
／
19
㈮
か
ら
同
館
☎
�

１
０
０
２
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市
営
住
宅
入
居
者

対
象
　
市
内
在
住
・
通
勤
者
／
現

に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方
／
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
／
収
入
が
一

定
基
準
以
下
の
方
／
地
方
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
／
暴
力
団
員
で

な
い
方
※
そ
の
他
資
格
や
応
募
箇

所
に
つ
い
て
は
要
問
合
せ

申
込
み　

５
／
26
㈮
ま
で
に
建
築

課
☎
�
９
２
１
２

一
般
交
通
指
導
員

職
務
内
容
　
交
通
安
全
の
指
導
、

啓
発
お
よ
び
通
学
路
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
等

募
集
要
件　

①
乙
女
地
内
・
中
地

内
で
の
登
校
時
間
帯
に
勤
務
が
可

能
な
方
、
②
普
通
自
動
車
運
転
免

許
証
を
有
す
る
方
、
③
概
ね
60
歳

ま
で
の
方

募
集
人
数　

２
人
程
度

申
込
み
　
５
／
31
㈬
ま
で
に
履
歴

書
持
参
の
う
え
生
活
安
心
課
☎
�

９
２
８
３

宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト

プ
ラ
ザ
市
民
講
座
「
地
域
資
源
と

し
て
の
食
と
農
の
魅
力
」

日
時
　
６
／
10
・
24
、
７
／
８
・

22
、
８
／
５
・
19
の
土
曜
日
全
６

回
13
時
半
～
15
時
半
※
６
／
10
㈯

は
15
時
45
分
ま
で

会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
原
則
連
続
受
講
が

可
能
な
方
）
※
参
加
無
料

申
込
み
　
６
／
２
㈮
ま
で
に
総
合

政
策
課
☎
�
９
２
１
８

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師　

お
や

ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
小
物
類
の
制
作
な
ど

得
意
分
野
で
活
動
で
き
ま
す
。
詳

細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

結
城
紬
が
好

き
な
方
、
着
付
け
の
技
術
を
発
揮

い
た
だ
け
る
方
、
接
客
が
得
意
な

方
な
ど
、
当
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

問
工
業
振
興
課
☎
�
９
３
９
７

ゆ
め
ま
ち
の
認
知
症
予
防
講
座

日
時
　
５
／
25
㈭
10
時
～
正
午

会
場
　
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

内
容　

講
話
、
認
知
症
予
防
体
操

定
員　

35
人
※
無
料
・
運
動
着
持
参

申
込
み
　
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
山
総
合
☎
�
０
２
１
１

開
運
小
山
う
ど
ん
応
援
隊

　
「
小
山
う
ど
ん
」
を
普
及
・
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
応
援
隊
の
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

実
施
内
容
　
う
ど
ん
講
習
会
の
実

施
・
運
営
、
う
ど
ん
普
及
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
実
施
、
応
援
隊
内
で

の
研
修
・
講
習
の
実
施
等

問
同
会
事
務
局（
商
業
観
光
課
内
）

☎
�
９
３
１
７

学
童
保
育
指
導
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

市
内
各
小
学
校
区
の
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
、
ま
ず
は
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
保
育
士
等
の
資
格
者
優
遇

問
こ
ど
も
課
☎
�
９
６
３
８

大
谷
公
民
館
前
期
講
座

◆
カ
ン
タ
ン
☆
お
う
ち
ご
は
ん
▽

６
／
２
・
16
、
７
／
７
・
21
の
金

曜
日
全
４
回
10
時
～
13
時
▽
12
人

▽
３
千
円
◆
初
心
者
向
け
ハ
イ
キ

ン
グ
▽
６
／
９
㈮
８
時
10
分
～
16

時
50
分
▽
36
人
▽
千
円
◆
女
性
学

級
▽
６
／
13
㈫
か
ら
毎
月
１
回
全

10
回
▽
40
人
▽
実
費
◆
ふ
れ
あ
い

学
級
▽
６
／
15
㈭
か
ら
毎
月
１
回

全
10
回
▽
40
人
▽
実
費
◆
も
っ

と
！
ふ
る
さ
と
大
谷
探
見
▽
６
／

21
、
７
／
12
・
19
・
26
の
水
曜
日

全
４
回
▽
20
人
▽
無
料
◆
楽
し
く

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
♪
▽
７
／
４
・

11
・
18
・
25
、
８
／
１
の
火
曜
日

全
５
回
10
時
～
11
時
半
▽
20
人
▽

無
料
◆
シ
ニ
ア
に
役
立
つ
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
教
室
▽
８
／
２
㈬
13
時

半
～
15
時
▽
20
人
▽
無
料

申
込
み　

５
／
16
㈫
９
時
か
ら
同

館
窓
口
☎
�
０
０
０
４

※
先
着
受
付
。
電
話
申
込
み
13
時

か
ら

間
々
田
公
民
館
前
期
講
座

◆
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
座
▽
６
／

２
・
16
・
30
、
７
／
14
の
金
曜
日

全
４
回
13
時
半
～
15
時
半
▽
20
人

▽
３
千
500
円
◆
男
の
料
理
講
座
▽

６
／
８
・
15
、
７
／
６
・
13
の
木

曜
日
全
４
回
10
時
～
正
午
▽
16
人

▽
３
千
円
◆
60
代
か
ら
の
は
つ
ら

つ
ク
ラ
ブ
▽
６
／
９
か
ら
原
則
毎

月
第
２
金
曜
日
全
６
回
10
時
～
11

時
半
▽
30
人
▽
無
料
※
実
費
負
担

あ
り
◆
絵
手
紙
講
座
▽
６
／
13
・

27
、
７
／
11
・
25
の
火
曜
日
全
４

回
14
時
～
16
時
▽
10
人
▽
千
円
◆

ハ
イ
キ
ン
グ
講
座
▽
６
／
16
㈮
８

時
～
17
時
▽
奥
日
光
▽
38
人
▽
500

円
◆
さ
あ
　
み
ん
な
で
う
た
い
ま

し
ょ
う
！
▽
６
／
21
、
７
／
５
・

19
、
８
／
２
の
水
曜
日
全
４
回
10

時
～
11
時
半
▽
20
人
▽
300
円
◆
腰

痛
、
膝
痛
予
防
体
操
講
座
▽
７
／

４
・
18
、
８
／
１
の
火
曜
日
全
３

回
10
時
半
～
正
午
▽
30
人
▽
無
料

生
井
公
民
館
前
期
講
座

◆
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
講
座
▽
６
／

２
、７
／
７
、８
／
４
、９
／
１
、

10
／
６
の
金
曜
日
全
５
回
13
時
半

～
15
時
半
▽
10
人
▽
５
千
円
＋
道

具
代
◆
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
講
座
▽
６

／
７
、７
／
５
、８
／
２
、９
／
６

の
水
曜
日
全
４
回
10
時
～
12
時
半

中
公
民
館
前
期
講
座

◆
男
子
ご
は
ん
講
座
▽
６
／
６
、

７
／
４
、９
／
５
、
10
／
３
、
11

／
７
、
12
／
５
、
Ｈ
30
．
２
／

６
、
Ｈ
30
．
３
／
６
の
火
曜
日
全

８
回
（
※
８
月
は
除
く
）
10
時
～

13
時
▽
20
人
▽
５
千
円
◆
オ
カ
リ

ナ
講
座
（
初
心
者
向
け
）
▽
５
／

22
、
６
／
12
・
26
、
７
／
10
の
月

曜
日
全
４
回
10
時
～
11
時
半
▽
20

人
▽
無
料
◆
折
り
紙
講
座
▽
６
／

15
・
29
、
７
／
13
・
27
、
８
／

10
・
24
の
木
曜
日
全
６
回
13
時
半

～
15
時
▽
20
人
▽
実
費

申
込
み　

同
館
☎
�
０
０
０
２

※
先
着
受
付

い
い
と
こ
教
え
隊
お
や
ま
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　

ガ
イ
ド
で
「
開
運
の
ま
ち　

お
や

ま
」
を
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数
　
10
人
程
度

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
第
39
期
生

期
間
　
10
月
～
Ｈ
31
．
９
月
の
2
年
間

対
象
　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上

で
、
地
域
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方

※
50
～
60
歳
未
満
の
方
は
、
市
町

の
推
薦
が
あ
れ
ば
応
募
可

申
込
み　

６
／
１
㈭
～
30
㈮
に
シ

ル
バ
ー
大
学
校
南
校
☎
０
２
８
２

�
５
３
２
５
ま
た
は
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
☎
�
９
６
１
７

◆
「“
か
わ
い
い
”
苔
玉
と
多
肉

植
物
に
ふ
れ
よ
う
」
講
座
▽
７
／

20
、
９
／
14
の
木
曜
日
全
２
回
10

時
～
11
時
半
▽
16
人
▽
３
千
500
円

申
込
み　

５
／
16
㈫
～
18
㈭
９
時

～
17
時
に
同
館
☎
�
１
３
３
５

※
超
過
時
抽
選
。
電
話
申
込
み
不
可

桑
公
民
館
前
期
講
座

◆
心
と
身
体
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
講

座
▽
６
／
６
・
13
・
20
・
27
の
火

曜
日
全
４
回
▽
20
人
▽
500
円
◆
つ

る
し
飾
り
▽
６
／
６
、７
／
４
、８

／
１
、９
／
５
、
10
／
３
の
火
曜

日
全
５
回
▽
20
人
▽
３
千
円
◆
ペ

ン
字
講
座
▽
６
／
７
・
21
、
７
／

５
・
19
、
８
／
２
の
水
曜
日
全
５

回
▽
20
人
▽
無
料
◆
生
け
花
講
座

▽
６
／
７
・
21
、
７
／
５
・
19
、

８
／
９
・
23
の
水
曜
日
全
６
回
▽

25
人
▽
１
万
円

申
込
み　

５
／
16
㈫
に
参
加
料
を

添
え
て
同
館
☎
�
４
５
４
５

※
先
着
受
付
。
電
話
申
込
み
不
可

▽
８
人
▽
２
千
400
円
＋
道
具
代
◆

歌
声
講
座
▽
６
／
12
・
26
、
７
／

10
、
８
／
21
、
９
／
11
、
10
／
16

の
月
曜
日
全
６
回
10
時
～
11
時
半

▽
20
人
▽
無
料

申
込
み　

５
／
19
㈮
ま
で
に
同
館

☎
�
４
０
０
４
※
先
着
受
付

申
込
み　

５
／
31
㈬
ま
で
に
小

山
商
工
会
議
所
☎
�
０
２
５
３

ま
た
は
同
隊
代
表
・
大
島
☎

０
９
０
・
５
３
１
８
・
９
７
１
６
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み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

自
治
医
科
大
学
軽
音
楽
部
第
44
回

定
期
演
奏
会

５
／
６
㈯
17
時
開
場
・
17
時

半
開
演
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
▽
入
場
無
料
▽
同
部
☎

０
８
０
・
５
６
７
７
・
６
２
２
０

間
々
田
地
区
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
」

５
／
11
㈭
オ
ー
プ
ン
▽
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
お
と
め
▽
100

円
▽
予
約
不
要
▽
間
々
田
地
区
認

知
症
に
寄
り
そ
う
会
・
五
十
畑
☎

�
５
５
０
１

小
山
市
日
本
伝
統
文
化
音
楽
連
盟

主
催
　
第
19
回
春
季
大
会

５
／
14
㈰
10
時
～
16
時
半
▽
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽
吟
詠
、
尺

八
、
大
正
琴
、
着
付
け
、
語
り
、

民
舞
▽
松
本
☎
�
１
４
９
０

第
７
回
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
in
渡
良
瀬
遊
水
地

５
／
12
㈮
９
時
半
～
14
時
半
▽
渡

良
瀬
の
里
～
渡
良
瀬
遊
水
地
▽

500
円（
軽
食
代
込
）▽
５
／
５
㈮

ま
で
に
栃
木
市
渡
良
瀬
の
里
☎

０
２
８
２
�
１
６
３
５

勉
強
会「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
」

５
／
24
㈬
10
時
半
～
正
午
▽
こ
ど

も
ふ
れ
あ
い
教
室（
小
山
第
一
小
学

校
北
校
舎
１
階
）▽
講
師
　
大
森
優

氏
▽
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
・
海
老
沼
☎

�
１
７
４
７

30
周
年
記
念
　
春
の
ば
ら
展

５
／
19
㈮
10
時
～
16
時
、
５
／
20

時期 市役所からこんにちは 6:00 から 3時間ごと 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬
■おやまサマーフェスティバル市
民花火募集 / 商業観光課　等

■おやま百景「間々田の
ジャガマイタ」

中旬
■こどもの貧困対策事業について /
子育て包括支援課　等

■「熱中症予防普及啓発
ＤＶＤ」

下旬
■第三者行為の届出について / 国
保年金課　等

■「同和問題～過去から
の証言、未来への提言」

月間 ■イベント情報 / 秘書広報課
■英会話講座「G'day OYAMA」/ 国際交流員　等

5月の
行政テレビ

　視聴にはテレビ小
山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必
要となります。
　デジタル101chを
選局ください。
問秘書広報課22–9353

小
山
高
専
公
開
講
座

◆
小
学
生
か
け
っ
こ
教
室
▽
５
／

20
、
７
／
15
、
９
／
２
の
土
曜
日
全

３
回
10
時
～
12
時
半
▽
50
人
▽
無
料

申
込
み
　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

フ
リ
ガ
ナ
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

ko
uza@

o
yam

a-ct.ac.jp

ま
た

は
ＦＡＸ
⒇
２
８
８
０

問
同
校
☎
⒇
２
１
９
７

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校
職
業
訓
練
生

訓
練
科
名
　
機
械
加
工
科
、
板
金

溶
接
科

定
員
　
各
科
５
人

期
間
　
７
／
３
㈪
～
12
／
21
㈭

※
受
講
料
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
、

作
業
服
代
等
は
受
講
者
負
担

申
込
み
　
５
／
１
㈪
～
６
／
９
㈮

に
同
校
☎
０
２
８
４
�
０
８
０
３

㈯
・
21
㈰
10
時
～
15
時
▽
道
の

駅
思
川
小
山
評
定
館
▽
入
場
無

料
▽
小
山
ば
ら
会
・
坂
井
☎
�

３
５
７
７

第
22
回
ス
テ
ー
ジ
城
東
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

５
／
28
㈰
８
時
半
～
16
時
※
雨
天

時
６
／
４
㈰
に
延
期
▽
ス
テ
ー
ジ

城
東
▽
城
東
公
園
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
希
望
者
は
５
／
21
㈰

ま
で
に
申
込
み
▽
同
実
行
委
員
会
・

矢
内
☎
・
ＦＡＸ
�
０
１
６
７

楽
し
い
子
育
て
支
援
事
業「
第
11
回

生
井
寧
先
生
の
親
子
運
動
遊
び
」

６
／
７
㈬
10
時
～
11
時
半
▽
こ
ぐ

ま
保
育
園
▽
1
歳
以
上
の
市
内
在

住
親
子
80
組
▽
６
／
２
㈮
ま
で
に

同
園
☎
�
１
１
８
９

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
耀
き
ク
ラ
ブ

部
員
募
集

毎
週
月
～
土
曜
日（
都
合
の
良
い

日
を
選
択
）８
時
半
～
10
時
半
※

冬
季
は
９
時
か
ら
▽
思
川
緑
地
公

園
・
小
山
総
合
公
園
森
の
は
ら
っ

ぱ
▽
年
間
500
円
▽
事
務
局
・
高
橋

☎
�
１
４
１
３
ま
た
は
弓
削
☎
�

３
８
７
５

ゆ
め
ま
ち
で
作
ろ
う 

陶
芸

６
／
17
㈯
・
18
㈰
・
25
㈰
、
７
／

２
㈰
・
９
㈰
▽
小
山
城
南
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ま
ち
・
陶
芸
室

▽
定
員
10
人
▽
３
千
円
▽
エ
プ
ロ

ン
持
参
▽
５
／
28
㈰
９
時
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
室
☎
�

９
９
３
５
へ
申
込
み

※
営
利
・
営
業
活
動
等
を
目
的
と
し
た
記
事
の
掲

載
は
で
き
ま
せ
ん
。
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
掲
載
希
望
の
方

は
秘
書
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
者

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
意

識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
県
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
県
政
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
県
内
在

住
の
満
16
歳
以
上
の
方
で
、
月
１

回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
県
の
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
県
広
報
課
☎
０
２
８
・
６
２
３

・
２
１
５
８

ペ
ア
レ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
教
室

日
時
　
６
／
13
㈫
・
27
㈫
10
時
～
正
午

会
場
　
県
庁
小
山
庁
舎

対
象
　
小
学
１
～
３
年
生
の
親
で

育
て
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
方

※
詳
細
は
セ
ン
タ
ー
HP
へ

申
込
み
　
６
／
７
㈬
ま
で
に
県
南

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
４
８
８

白
鷗
大
学
公
開
講
座
（
前
期
）

期
間
　
５
月
～
７
月

会
場
　
白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ

ス
・
東
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
料
　
４
回
開
催
講
座
２
千
円

※
詳
し
く
は
、
大
学
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
同
大
学
地
域
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
☎
�
９
７
９
０

お
や
ま
地
区
大
卒
等
合
同
企
業
説
明
会

日
時
　
６
／
16
㈮
13
時
～
16
時

会
場
　
小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

対
象
　
平
成
30
年
３
月
大
学
等
卒

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験

試
験
内
容
　
①
す
し
・
中
国
・
給

食
用
特
殊
料
理
、
②
日
本
・
西

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

①
早
期
教
育
相
談
　
就
学
前
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に

教
育
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
時
　
平
日
９
時
～
16
時
半

※
相
談
等
無
料
。
秘
密
厳
守

②
学
校
行
事
　
学
校
見
学
会
や
体

験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す

※
日
時
等
の
詳
細
は
要
問
合
せ

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

期
間
　
７
月
～
12
月
（
全
６
回
）

対
象
　
障
が
い
児
・
者
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
高

校
生
以
上
30
人
程
度

申
込
み
・
問
　
③
５
／
15
㈪
～
６

／
16
㈮
に
同
校
☎
０
２
８
２
�

７
５
７
５

業
予
定
者
お
よ
び
卒
業
後
３
年
以

内
の
方
※
申
込
み
不
要
。
参
加
無

料
。
当
日
は
履
歴
書
持
参

問
小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
�
７
１
２
７

洋
・
麺
料
理

試
験
日
　
①
【
実
技
】
７
／
30
㈰

～
８
／
26
㈯
中
１
日
・【
学
科
】

８
／
１
㈫
、
②
【
実
技
】
Ｈ
30
．

１
／
13
㈯
～
２
／
16
㈮
中
１
日
・

【
学
科
】
Ｈ
30
．
１
／
14
㈰

申
込
み
・
問
　
①
５
／
８
㈪
ま
で
、

②
９
／
５
㈫
～
10
／
６
㈮
ま
で
に

（
公
社
）調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
・
３
６
６
７
・
１
８
６
７
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乳幼児健康相談（予約制）
期　日　6月19日㈪
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方　① 9:00 ～② 9:30 ～
　　　　　　　③ 10:00 ～④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　5月23日㈫から☎22–9527

とちぎ子ども救急電話相談
　お子さんが急な病気やケガで心配なと
きご相談ください。家庭での対処方法な
どについて、看護師がアドバイスします。
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回線以
外は☎028–600–0099）

とちぎ救急医療電話相談
　大人（おおむね 15歳以上）を対象とした
救急電話相談です。急な病気やケガで心配
なときご相談ください。救急車要請や医療
機関受診の要否、家庭での対処方法などに
ついて、看護師がアドバイスします。
【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回線以
外は☎028–623–3344）

もぐもぐひろば（要申込み）
日　時　7月4日㈫9:45～11:00
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中の児とその保護者
　　　　先着 20組
内　容　�離乳食のお話、みんなでトー

キング
申込み　6月2日㈮8:30 から
　　　　☎22–9525

マタニティクラス
“はじめてのきょうだいクラス ”
日　時　6月 22日㈭�9:30 ～ 11:30
会　場　保健・福祉センター
内　容　妊娠期の生活や子どもの食事、�
　　　　きょうだいとのかかわり方
対　象　２人目以降の妊婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、申込書
参加料　テキスト代 250円
申込み　☎22–9527

第 1回「小山の地域医療を考える
市民会議」参加者募集
　小山の医療の現状を学んだり、地域
医療を広めるための活動をしています。
日　時　5月 19日㈮ 18:30～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27–0500

不正けし撲滅運動にご協力ください
　けしの仲間には法律で栽培が禁止さ
れているものがあります。外で不正け
しを見かけたときはご連絡ください。
問県南健康福祉センター☎22–6119

6月1日㈭～7日㈬はHIV検査普及週間です
　早期発見のためには検査を受けるこ
とが大切です。HIVの感染を心配されて
いる方は、この機会に検査を受けてみま
しょう。
問県南健康福祉センター☎22–1219

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（参加無料）
日　時　5月11日㈭�14:00 ～ 16:00
会　場　同病院本館地下1階
内　容　ミニレクチャー　他
問同病院☎58–7107

歯周疾患検診
　対象者には受診券を郵送します。検診
料金と一緒に医療機関へお持ちください。
期　間　5月1日㈪～平成30年1月31日㈬
受診場所　市内委託医療機関
対　象　40・50・60・70・75歳の市
民（市民税特別徴収対象者を除く）
受診料　1,000円（70・75歳は無料）
※当日は検診のみです。治療が必要な方
は、医療機関の診察を受けてください
問☎22–9522

開運おやま健康マイレージ
対　象　16歳以上の小山市民
期　間　平成30年2月28日㈬まで
※詳しくは健康増進課または市内各出張
所にあるパンフレットをご覧ください
問☎22–9532

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～（無料・要申込み）
日　時　5月18日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、

タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22–9607

　対象者は65歳以上の方（平成30年3
月31日現在）です。5月中旬に受診票
を送付しますので、持参してください。
どの会場でも受診可能です。
※今年度の肺がん検診（胸部レントゲ
ン検査）を受ける予定の方は、今回受
診する必要はありません

月日 時　間 会　　場

6/19
㈪

7:30 ～ 7:50 小宅下集落センター
8:10 ～ 8:30 黒本農業構造改善センター
8:50 ～ 9:10 大内川集落センター
9:30 ～ 10:30 市立豊田公民館
10:50 ～ 11:10 小薬東農協倉庫
11:30 ～ 11:50 岡公民館

6/20
㈫

7:30 ～ 7:50 下河原田南部倉庫
8:10 ～ 8:30 小袋公民館
8:50 ～ 19:10 市立中公民館
9:30 ～ 9:50 川入公民館
10:10 ～ 10:30 大川島集落センター
10:40 ～ 11:00 下初田公民館
11:20 ～ 11:40 上初田東公民館

6/21
㈬

7:30 ～ 7:50 島田南公民館
8:10 ～ 8:30 立木上公民館
8:50 ～ 9:10 上石塚公民館
9:30 ～ 9:50 上国府塚公民館
10:10 ～ 10:30 今里公民館
10:50 ～ 11:10 卒島新倉集落センター

6/22
㈭

7:30 ～ 7:50 大行寺公民館
8:10 ～ 8:30 下石塚公民館
8:50 ～ 9:10 萩島構造改善センター
9:30 ～ 9:50 塩沢公民館
10:10 ～ 10:30 間中公民館
10:50 ～ 11:10 石ノ上公民館
11:30 ～ 12:00 下国府塚公民館

6/23
㈮

9:00 ～ 9:30 市立豊田公民館
10:00 ～ 10:20 市立中公民館
10:40 ～ 11:00 市立穂積公民館

日　　時 会　　場

6/7
㈬

7:30 ～ 7:50 中島公民館
8:10 ～ 8:30 市立絹公民館
8:50 ～　9:10 請地公民館
9:30 ～　9:50 台公民館
10:10 ～ 10:30 中河原公民館
10:50 ～ 11:10 下梁公民館

11:30 ～ 11:50 上梁・八幡宮神社（上梁南公民館）

6/8
㈭

7:30 ～ 7:50 延島中公民館
8:10 ～ 8:30 延島上・松山モータース宅
8:50 ～ 9:10 舟戸公民館
9:30 ～ 9:50 延島新田公民館
10:10 ～ 10:30 延島下・安田征二宅
10:50 ～ 11:10 中高椅公民館

6/9
㈮

7:30 ～ 7:50 鉢形中央公民館
8:10 ～ 8:30 北飯田公民館
8:50 ～ 9:10 東山田下公民館
9:30 ～ 9:50 東山田上公民館
10:10 ～ 10:30 出井馬廻集会所

6/12
㈪

7:30 ～ 7:50 萱橋公民館
8:10 ～ 8:30 向野本田公民館
8:50 ～ 9:10 鉢形南集会所
9:30 ～ 9:50 東出井集会所
10:10 ～ 10:50 下出井公民館

6/13
㈫

7:30 ～ 8:10 荒井公民館
8:30 ～ 10:00 桑市民交流センター
10:20 ～ 10:50 サンフレンズ小山
11:20 ～ 11:50 上出井公民館

6/14
㈬

7:30 ～ 8:10 喜沢北部公民館
8:30 ～ 9:10 喜沢集会所
9:30 ～ 9:50 喜沢東部公民館
10:10 ～ 11:30 JA おやま桑支店

6/15
㈭

7:30 ～ 8:10 南半田公民館
8:30 ～ 9:10 扶桑県営住宅公民館
9:30 ～ 10:30 扶桑分譲公民館
10:50 ～ 11:20 三拝公民館
11:40 ～ 12:00 飯塚文化伝承館

6/16
㈮

9:00 ～ 9:20 市立絹公民館
10:00 ～ 11:20 桑市民交流センター

◆桑絹地区

◆美田地区

結核検診（6月）問☎22–9526
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▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251–7（健康医療介
　　　�護総合支援センター内）
☎ 39–8880・FAX39–8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください
▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251–7（健康医療介
護総合支援センター内 )
☎ 39–8881・FAX39–8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急
患歯科診療所の南側に夜間休日対応
の院外薬局（3薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00�

6 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2–4–3 ☎44–7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1–15–4 ☎53–1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31–1331
④ 杉村病院 小山市城山町2–7–18 ☎25–5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45–7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320–2 ☎0280–57–1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27–0500

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３
①③ ②④ ③⑤

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
11 12 13 14 15 16 17
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
18 19 20 21 22 23 24
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
25 26 27 28 29 30
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成29
年度健康のしおり」内の検診申込み書から
お申込みください。折り返し「集団健診の
お知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②
受診券（基本健診受診者のみ）③健康保険証、
④その他指定されたもの　問☎22–9522

6月の集団検診（要申込）＊12・1・2月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

3 ㈯ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター
5㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
9㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 小山東出張所

13㈫
8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 健康医療介護総合支援センター

16㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
19㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター
21㈬ 8:30 ～ 10:30� ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター
28㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
30㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター

❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）
は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳
の女性市民が対象です。希望者は検診当日
に年齢確認のできるものを持参し各会場へ
直接お越しください。（事前申込み不要）

5 月 31 日は「世界禁煙デー」
ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

ＳＴＯＰ！受動喫煙

▪タバコの副流煙には有害物質がいっぱい
　タバコの先から出る煙（副流煙）には、喫煙者が吸い込
む煙（主流煙）より高濃度の有害物質が含まれています。

問健康増進課☎22⊖9607

　喫煙が本人の健康にとても悪いものであることはよく知られています。しかし周りの人が受ける悪影響について
は、軽く考えている人が多いのではないでしょうか。タバコの煙は、吸わないあなたやお子さんに悪影響を与えます。

○長期的な影響
　肺・副鼻腔・子宮頚がん、脳卒中、心筋梗塞など
○妊婦・新生児への影響
　流早産、乳幼児突然死症候群、新生児の将来の肥満など
○子どもへの影響
　中耳炎、小児がん、言語能力の低下、身体発育の低下など

▪吸わない人も、知らないうちに「喫煙」しています
　タバコを吸わない人が、他の人のタバコの煙を吸い込
んでしまうことを「受動喫煙」と言います。
▪「ベランダで吸うから大丈夫」は間違い！！
　タバコを吸い終わったら４～５回深呼吸してから部屋
の中に入らないと、タバコの煙は残っています。家庭の
換気扇では、煙に含まれる有害物質は取り除けません。 ≪小山市禁煙おもてなし施設登録事業≫

　小山市では受動喫煙防止を目的に、敷地内または建物
内全面禁煙の施設の登録事業を行っています。多くの施
設のご登録をお待ちしています。

登録していただいた施設には
ステッカーを差し上げます！

▪受動喫煙によりおこると報告されている病気の例
○すぐにあらわれる症状
　目・のどの痛み、咳、心拍数の増加、冷え症など
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ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談6

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 18㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 23㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

13･27㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 1㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ

市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課
☎22‒9626

ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課
☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課

☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課

☎22‒9852

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター
☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室
☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所
☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医
療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 10㈯10:00～12:00
21㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 14㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 13･27㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談予約制 8㈭13:30～15:30 税理士

行政書士専門相談
予約制 21･28㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談

不動産相談予約制 6㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 18㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 9㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

14㈬ 9:30～11:30
24㈯14:00～16:00 場所：中央公民館

子育て包括
支援課
☎22‒9664

17㈯14:00～16:00
28㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

21㈬ 9:30～11:30
24㈯14:00～16:00 場所：間々田出張所

7㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

14㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

心配ごと相談
（生活全般の相談）

6･20㈫10:00～15:00
13･27㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
6･20㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

女性のための心の相談予約制 19㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078

創業･経営相談予約制 3･17㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22‒9396

 

期日 時間 会場

1 ㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

2 ㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

6 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

7 ㈬
10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

8 ㈭
10:00 ～ 10:30 羽川小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

9 ㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

13 ㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

14 ㈬
9:55 ～ 10:35 中小学校

13:00 ～ 13:50 間々田小学校

15 ㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

21 ㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程おはなし会

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　5㈪・12㈪・19㈪・22㈭・26㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎ 22‒9575
　5㈪・12㈪・19㈪・22㈭・26㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎ 41‒6230
　5㈪・12㈪・19㈪・22㈭・26㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎ 22‒4544
　5㈪・12㈪・19㈪・22㈭・26㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用
　返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館か
らの借用資料は、破損の恐れがありますの
でポストへの返却はご遠慮ください

図書館つうしん（6月分）

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

5･12･19･26㈪ 16:25～17:05（40分間）
17:15～17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付　5/29㈪から　時間9:00～16:30

会名（会場） 日時

おやま分館ピッコロおはなし会
（小山分館） 2 ㈮ 11:00

おはなしウェンディ 7 ㈬ 15:30
おはなしメロディ 11 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい

（間々田分館） 13 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 14 ㈬ 10:30
おこれんのおはなし会 18 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ 0・1・2 21 ㈬ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 25 ㈰ 14:00

■国立国会図書館「デジタル化資料送信サービス」
　中央図書館では、国立国会図書館のデジタル化資料のうち、図書・古典籍・雑誌・
博士論文の絶版等資料のデジタル画像約131万点を閲覧・複写することができま
す。利用者カードの交付を受けた市内在住・在勤・在学の方がご利用いただけます。
詳しくは中央図書館へお問合せください。

○ご案内　　　　　　　　　　　　　　　　　　問中央図書館☎ 21‒0750

※日程は変更になる場合があります
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納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22‒9420
へご連絡ください。

■ 6 月は市県民税（普通徴収）
1 期の納期月です。納期限は 6
月 30 日㈮です。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）19:00 までの納
税窓口延長もご利用ください。
■ 6 月の日曜納税相談窓口は
25 日㈰です ｡
問納税課☎22-9442

日

　時

3日㈯･4日㈰･10日㈯･11日㈰
17日㈯･18日㈰･24日㈯･25日㈰

各8:30 ～ 17:15
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務については
お問合せください
問市民課☎22-9402場

　所

市民課☎22-9402
小山城南出張所☎31-3650
※小山城南出張所は月曜定休

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業
車屋美術館企画展「裏声で歌へ」

（～ 6 月 18 日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968※月曜休館

博物館企画展「ヒトガタ～はらう・ねがう・
のろう～」（～ 7 月 2 日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45-5331※月曜休館

1 日 ㈭

2 日 ㈮

3 日 ㈯ 第 7 回おやまのまち de 開運ウォー
キング「生井の自然散策コース 8 ㎞」 9:00 ～ 生井公民館集合 同館☎45-4004

4 日 ㈰
フッ素塗布事業 9:00 ～ 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎22-9527

みんなで歩け歩け運動 7 ㎞ 8:45 ～ 古河駅（西口）集合 生涯スポーツ課☎21-2695

5 日 ㈪

6 日 ㈫

7 日 ㈬

8 日 ㈭

9 日 ㈮

10 日 ㈯ ほっしー★ OYAMA 号天体観望会 19:30 ～ 21:00 生井公民館広場 博物館☎45-5331

11 日 ㈰ 思川に思いをはせる会思川河川敷清掃活動 9:00 集合 石ノ上橋下集合 水と緑の推進課☎49-3520

12 日 ㈪

13 日 ㈫

14 日 ㈬

15 日 ㈭

16 日 ㈮

17 日 ㈯ 第 54 回小山市総合選手権大会（陸上競技）
※ 要申込み 9:00 ～ 小山運動公園 小山市体育協会☎30-5856

18 日 ㈰ 小山駅中央自由通路開通 5 周年記念
「さくら道まつり」 9:00 ～正午 さくら道（小山駅中央自由通路）新都市整備推進課☎22-8932

19 日 ㈪

20 日 ㈫

21 日 ㈬

22 日 ㈭

23 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617

24 日 ㈯ 男女共同参画フェア 10:10 ～ 12:30 文化センター小ホール 男女共同参画課☎22-8078

25 日 ㈰
おやま地産地消・食育フェア 9:00 ～ 15:00 道の駅思川 農政課☎22-9257

日曜納税相談窓口 8:30 ～ 17:15 本庁舎 1 階納税課 納税課☎22-9442

26 日 ㈪

27 日 ㈫

28 日 ㈬

29 日 ㈭

30 日 ㈮

※カレンダーの内容は、4月中旬現在の情報をもとに作成しています。
　内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

6月 カレンダー広報
政光くん・寒川尼ちゃん

※　の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
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広報おやま

3 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

【小山警察署調べ】3月中の交通事故

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　31件(97件)　負傷者　41人(125人)
死者　 2人(3人)

火災　 9件(29件)　救急　655件(2,078件)
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•広報おやま
•小山市公式ホームページ
•おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22‒9322

写真館

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22‒9353

•応募方法は、本紙 2月号または
　小山市公式ホームページをご覧
　ください。


